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はしがき 
 本領域の目的は、「生物多様性」すなわち「高炭素世界の完全リサイクル型技術」に学んで新しい技

術規範(パラダイム)を体系化した「生物規範工学」を創生することにある。生物の「動き」「構造」「制

御」に着目することで、細胞内部や表面に形成される数百 nm~数ミクロンの「サブセルラー・サイズ

構造」が持つ機能の解明を通 じて「生物の技術体系」を明らかにし、生物多様性と生物プロセスに学

ぶ材料・デバイス・システムの戦略的設計・製造を達成するとともに、情報科学を用いることで膨大な

生物多様性データから工学的発想を導きだすことにより、「生物学から工学への技術移転」 や「生物学

へのフィードバック」を可能とする「バイオミメティクス・データベース」を構築することにある。自

然史学、生物学、農学、材料科学、機械工学、情報学、環境政策学、社会学等の研究者による、我が国

では類を見ない異分野連携研究ネットワークより「バイオミメティクス・データベース」を構築し、生

物から工学への技術移転を実現した。生物表面が有する摩擦特性、光学特性、防汚性、センシング、流

体力学、等の解明により、自己組織化によって形成される生物の「サブセルラー・サイズ構造」が持つ

“厳密ではない構造がもたらす緻密な機能を実現するロバストネス“が、多機能性を保有すること、柔

軟性やフェイルセー フに基づくレジリエンスの本質であることを明らかにした。これらの成果をシー

ズとし、持続可能な社会に必要なライフスタイルをニーズとしてこれらをマッチングさせることで、“生

態系バイオミメティクス“をも包含する総合的エンジニアリングとしての「生物規範工学」が、制約さ

れた条件下におけるモノづくり・街づくりの切り札であることを示した。様々な学協会において「生物

規範工学」の成果を公表するとともに、国際シンポジウムの定期開催と博物館等による情報発信、産業

界との連携による国際標準化 ISO TC266 Biomimetics への参画、によって我が国 のサイエンス・リ

テラシー向上と国際競争力強化に貢献した。 
 
研究組織 
 計画研究 
  領域代表者 下村 政嗣（千歳科学技術大学・理工学部・教授） 
 
  （総括班） 
  研究代表者 下村 政嗣（千歳科学技術大学・理工学部・教授） 

研究分担者 針山 孝彦（浜松医科大学・医学部・教授） 
研究分担者 劉 浩（千葉大学・大学院工学研究科・教授） 
研究分担者 野村 周平（国立科学博物館・動物部・研究主幹） 
研究分担者 石田 秀輝（東北大学・大学院環境科学研究科・名誉教授） 
研究分担者 細田 奈麻絵（物質・材料研究機構・ハイブリッド材料センター・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ） 
研究分担者 穂積 篤（産業技術総合研究所・構造材料研究部門材料表界面ｸﾞﾙｰﾌﾟ・研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ長） 
研究分担者 森 直樹（京都大学・大学院農学研究科・准教授） 
研究分担者 齋藤 正男（東北大学・多元物質科学研究所・名誉教授） 
研究分担者 大園 拓哉（産業技術総合研究所・ナノシステム研究部門・グループ長） 
研究分担者 長谷山 美紀（北海道大学・情報科学研究科・教授） 
研究分担者 平井 悠司（千歳科学技術大学・理工学部・専任講師） 
研究分担者 松尾 保孝（北海道大学・電子科学研究所・准教授） 
 
（産学連携グループ） 
井須 紀文（㈱LIXIL・室長） 
天谷 直之（日油㈱研究本部） 
安 順花（産業技術総合研究所・博士研究員） 
佐野 健三（㈱積水インテグレーテッドリサーチ・主席研究員） 
鈴木 潤（政策研究大学院大学）教授） 
枝村 一磨（文部科学省科学技術政策研究所・研究員） 
清水 久敬（株式会社ディ・エフ・エフ・代表取締役） 
関谷 瑞木（産業技術総合研究所ナノシステム研究部門） 
松本 和二（分光応用技術研究所・代表取締役） 
高岡 良行（エネゲート㈱・主任研究員） 
魚津 吉弘（三菱レイヨン㈱・リサーチフェロー） 
山崎 英教（富士フイルム㈱・研究部長） 



2 
 

宮内 昭浩（㈱日立製作所・主管研究員） 
中野 充（㈱豊田中央研究所先端研究センター） 
広瀬 治子（帝人㈱構造解析センター） 
白鳥 和彦（㈱積水インテグレーテッドリサーチ） 
 
（評価グループ） 
国武 豊喜（㈶北九州産業学術推進機構・理事長、九州大学・名誉教授） 
下澤 楯夫（北海道大学・名誉教授） 
藤崎 憲治（京都大学・農学研究科・名誉教授） 
曽我部 正博（名古屋大学・医学部・教授） 
友国 雅章（国立科学博物館・名誉館員、名誉研究員） 
妹尾 堅一郎（東京大学・知的資産経営研究プロジェクト・特任教授） 
平坂 雅男（高分子学会・事務局長） 
赤池 学（㈱ユニバーサルデザイン総合研究所・代表取締役所長） 
亀井 信一（㈱三菱総合研究所・政策・経済研究センター・センター長） 
 
（A01-1 班） 
研究代表者 野村 周平（独立行政法人国立科学博物館・動物研究部・研究主幹） 
研究分担者 長谷山 美紀（北海道大学・情報科学研究科・教授） 
研究分担者 古崎 晃司（大阪大学・産業科学研究所・准教授） 
研究分担者 篠原 現人（独立行政法人国立科学博物館・動物研究部・研究主幹） 
研究分担者 溝口 理一郎（北陸先端科学技術大学院大学・教授） 
研究分担者 来村 徳信（立命館大学・情報理工学部・教授） 
研究分担者 松浦 啓一（独立行政法人国立科学博物館・名誉研究員） 
研究分担者 上田 恵介（立教大学・理学部・教授） 
研究分担者 松原 始（東京大学・学内共同利用施設等・助教） 
研究分担者 山崎 剛史（公益財団法人山階鳥類研究所・研究員） 
連携研究者 小川 貴弘（北海道大学・大学院情報科学研究科・准教授） 
連携研究者 土屋 広司（浜松ホトニクス株式会社・中央研究所・主任部員） 
連携研究者 河合 俊郎（北海道大学・総合博物館・助教） 
 
（B01-1 班） 
研究代表者 大園 拓哉（(国研)産業技術総合研究所・機能化学研究部門・研究グループ長） 
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交付決定額（配分額） 

 合計 直接経費 間接経費 

平成 24 年度 327,600,000 円 252,000,000 円 75,600,000 円 

平成 25 年度 282,100,000 円 217,000,000 円 65,100,000 円 

平成 26 年度 265,980,000 円 204,600,000 円 61,380,000 円 

平成 27 年度 249,080,000 円 191,600,000 円 57,480,000 円 

平成 28 年度 259,870,000 円 199,900,000 円 59,970,000 円 

総計 1,384,630,000 円 1,065,100,000 円 319,530,000 円 
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Acoustics, Speech, and Signal Processing (ICASSP), Canada, Vancouver (2013.05.30) 

116. Gento Shinohara, Toshio Kawai, Eri Katayama and Keiichi Matsuura: Learning from the 
bodies of fishes: introduction to a biomimetics project in Japan, 9th Indo-Pacific Fish 
Conference, Japan, Ginowan (2013.06.26) 

117. Masanori Nakae, Gento Shinohara, Kunio Sasaki: Mascular System in Gasterochisma 
melampus (Scombridae), 9th Indo-Pacific Fish Conference, 日本, 宜野湾市 (2013.06.26) 

118. Keiichi Matsuura: A New Pufferfish of the Genus Torquigener Building “Mystery Circles” on 
a Sandy Bottom in the Ryukyu Islands with Comments on Other Species of Torquigener 
(Tetraodontiformes, Tetraodontidae), 9th Indo-Pacific Fish Conference, 日本, 宜野湾市 
(2013.06.26) 

119. Gento Shinohara: Connection of Fish Diversity to Biomimetics: A Challenge for the National 
Museum of Nature and Science, International Symposium on Systematics and Diversity of 
Fishes, Japan, Tokyo (2013.07.06) 

120. Kyungsun Seo and Keisuke Ueda: Arrival order in relation to male quality and territory 
characteristics in the blue-and-white flycatcher(Cyanoptila cyanomelana), Joint meeting of 
the American Ornithologists’ Union (131st Stated Meeting) & Cooper Ornithological Society 
(83rd Annual Meeting), USA, Chicago (2013.08.16) 

121. Gen Morimoto*, Takeshi Yamasaki, Keisuke Ueda, Hajime Matsubara: Avian Data in a 
Biomimetic Database and an Example Exploitation Study of the Database, Joint 
international symposium on "Nature-inspired Technology(ISNIT) 2014" and "Engineering 
Neo-biomimetics V", Japan, Sapporo (2014.02.12) 

122. Keiichi Matsuura: Bridging Natural History Museums and Biomimetics Project, Joint 
International Symposium on "Nature-Inspired Technology (ISNIT) 2014" and "Engineering 
Neo-Biomimetics V", Japan, Sapporo (2014.02.14) 

123. 古崎晃司*、來村徳信、溝口理一郎: 生物多様性を規範とした材料技術開発支援に向けたバイオミ

メティック・オントロ ジーの試作, 2013 年度人工知能学会全国大会（第 27 回）, 日本, 富山県 
(2013.06.06) 

124. 松浦啓一: フグが作る海底のミステリーサークル, 公開シンポジウム「魚類の系統と多様性」, 日
本, 東京 (2013.07.07) 

125. 野村周平: 昆虫分類学の出口としてのバイオミメティクス, 日本学術会議公開シンポジウム：昆

虫分類学の新たな挑戦, 日本, 福岡 (2013.07.20) 
126. 山崎剛史*: 【招待講演】鳥類のロコモーションとボディプラン, エアロ・アクアバイオメカニズ
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ム学会第 30 回定例講演会, 日本, 由利本荘市 (2013.09.03) 
127. 篠原現人: 体系学と形態学からみた魚類の泳ぎ方について, エアロ・アクアバイオメカニズム学

会第 30 回定例講演会, 日本, 由利本荘市 (2013.09.03) 
128. 篠原現人: 魚類学者から見たバイオミメティクス, バイオミメティクス・市民セミナー, 日本, 札

幌市 (2013.09.07) 
129. 徐敬善・上田恵介: オオルリ Cyanoptila cyanomelana のオスの繁殖地への到着順とオス及びナ

ワバリの質について, 日本鳥学会 2013 年度大会, 日本, 名古屋市 (2013.09.15) 
130. 野村周平: 走査型電子顕微鏡（SEM）による空中浮遊性甲虫後翅縁毛の形態比較, 日本昆虫学会

第 73 回大会, 日本, 札幌 (2013.09.16) 
131. 森本元*、岩見恭子、山崎剛史: トキ Nipponina nippon の羽衣表面の微細構造－化粧色に関する

機能の検討－, 日本鳥学会, 日本, 名古屋 (2013.09.16) 
132. 篠原現人、片山英里、田城文人、松浦啓一、河合俊郎: バイオミメティクス・データベース構築

とフグ目の体表構造, 2013 年度日本魚類学会年会, 日本, 宮崎 (2013.10.04) 
133. 田城文人、篠原現人: 本邦沖太平洋の深海底から採集されたホラアナゴ科 Haptenchelys 属の１

種, 2013 年度日本魚類学会年会, 日本, 宮崎市 (2013.10.04) 
134. 野村周平: 昆虫の SEM 写真から読み取るバイオミメティクス, バイオミメティクス・市民セミナ

ー22, 日本, 札幌 (2013.10.05) 
135. 篠原現人: 魚類標本の活用：分類からバイオミメティクスまで, 生き物文化誌研究会, 日本, 東京 

(2014.02.26) 
136. 上田恵介:シンポジウム「認知生態学の夜明け」（シンポジウムオーガナイザー）, 第 61 回日本生

態学会大会, 日本, 広島市 (2014.03.15) 
137. 野村周平: 甲虫肢接地面の多様性とその工学利用可能性, 日本応用動物昆虫学会第58回大会小集

会「甲虫のエントモミメティックス―肢の構造の多様性と機能―」, 日本, 高知市 (2014.03.28) 
138. T. Kurokawa, T. Yamamoto, S. Yashima, A. Chateauminois, J. P. Gong: In-situ Direct 

Observation of Friction Interface  Between Hydrogel and Glass -Effect of Surface Pattern-, 
Gordon Research Conference Adhesion, Science of, United States, South Hadley 
(2013.07.15) 

139. Yasuyuki, Nogata: Problems of Marine Fouling and Its Prevention Studies with 
Environmental Friendly New Technology, Joint international symposium on 
“Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014” and “Engineering Neo-biomimetics V”, Japan, 
Sapporo (2014.02.12) 

140. Takuya Ohzono*, Kosuke Suzuki: 【Invited】Shape-Tunable Microwrinkles for Liquid 
Manipulation and Optical Diffuser, Joint international symposium on “Nature-inspired 
Technology (ISNIT) 2014” and “Engineering Neo-biomimetics V”, 日本, 札幌 (2014.02.13) 

141. Kosuke Suzuki, Yuji Hirai and Takuya Ohzono*: Dynamic Friction on Submillimeter-Sized 
Wrinkles, Joint international symposium on “Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014” 
and “Engineering Neo-biomimetics V”, 日本, 札幌 (2014.02.13) 

142. 大園拓哉*: 【Invited】Microwrinkles: Dynamically-Tunable Microstructures, IEEE-EMBC 国
際会議, 日本, 大阪 (2013.07.05) 

143. 平井悠司: 自己組織化高分子構造を利用したバイオミメティック材料, 情報科学用有機材料第

142 委員会 A 部会（液晶材料）第 128 回 B 部会（インテリジェント有機材料）第 119 回 C 部

会（有機光エレクトロニクス）第 55 回 合同研究会, 日本, 東京 (2013.07.19) 
144. 八島慎太郎、山本徹朗、中島祐、黒川孝幸、龔剣萍、Antoine Chateauminois: トポロジカルパ

ターンを有するハイドロゲルの摩擦と潤滑, 第 62 回高分子討論会, 日本, 金沢 (2013.09.12) 
145. 大園拓哉*: Controllable Partial Wetting on Microwrinkle Surfaces, WTC world tribology 

congress, Italy, Torino (2013.09.13) 
146. 大園拓哉*、鈴木航祐: 可変リンクル構造による可調光拡散板, 産総研 オープンラボ, 日本, つ

くば (2013.10.31) 
147. 大園拓哉*: マイクロリンクルの研究：光拡散と液晶機能, 高分子基礎研究会 2013, 日本, 広島 

(2013.11.23) 
148. 大園拓哉、鈴木航祐: 【Invited】Shape-Tunable Microwrinkles, ICBME2013, Singapore, 

Singapore (2013.12.05) 
149. 鈴木航祐，平井悠司，大園拓哉*: サブミリメートルサイズの シワ上で生じる摩擦力の振動, 第

23 回「非線形反応と協同現象」研究会, 日本, 札幌 (2013.12.07) 
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150. 平井悠司: 自己組織化によるハニカム構造の形成とその応用, 数学協働プログラム ワークショ

ップ 表面微細構造の学理の探求:低環境負荷材料の創造に向けて, 日本, 札幌 (2014.02.23) 
151. 黒川孝幸: 生命科学におけるハイドロゲルの機能, 先進的医療福祉技術セミナー, 日本, 札幌 

(2014.03.12) 
152. 黒川孝幸: 生体類似機能を有するヒドロゲル, 高分子学会医用高分子研究会, 日本, 東京 

(2014.03.14) 
153. 鈴木航祐，平井悠司，大園拓哉*: フィルム貼付 PDMS 表面のシワ上における摩擦の形状変化に

よる制御, 日本化学会第 94 春季年会, 日本, 名古屋 (2014.03.28) 
154. Hiroshi Fudouzi: Nano Photonic Materials from Biomimetic Approach, Nanomaterials and 

Nanoarchitectures, NATO Advanced Study Institute (Summer School), Ireland, Cork 
(2013.07.03) 

155. S.Yoshioka: Structural color of the butterfly wing scale, the 2013 Light and Color in Nature 
Meeting, 米国, フェアバンクス (2013.08.07) 

156. Takahiko Hariyama: 【Plenary】Nano-Suit Enhancing Survival Across the Continuum 
between Air and High Vacuum; Biomimetic Approaches, The 13th Hamamatsu-Kyungpook 
Joint Medical Symposium, Korea, Daejeon (2013.09.01) 

157. Takahiko Hariyama: Nano-Suits; Observation of Living Organisms in High Vacuo Using 
Electron Microscopes, 2nd Nagoya Biomimetics International Symposium (NaBIS), Japan, 
Nagoya (2013.11.18) 

158. Aki Sato, Yuji Hirai, Takuya Ohzono, Mitsuyoshi Matsunaga, Masatsugu Shimomura: 
Fabrications of the hierarchical polymer structures inspired by a shark skin surface, Joint 
international symposium on “Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014” and “Engineering 
Neo-biomimetics V”, Japan, Sapporo (2014.02.12) 

159. S. Yoshioka: Structural color of a butterfly – How does multidomain photonic crystal 
structure produce an uniform color?, Joint international symposium on “Nature-inspired 
Technology (ISNIT) 2014” and “Engineering Neo-biomimetics V”, Japan, Sapporo 
(2014.02.12) 

160. Kimura, K-I*., Minami, R., Sato, C., Yamahama, Y., Hariyama, T.: Formation of footpad 
during the pupal development in a fruit fly, Drosophila melanogaster, Joint international 
symposium on "Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014" and "Engineering 
Neo-biomimetics V”, Japan, Sapporo (2014.02.12) 

161. Hiroshi Fudouzi: Surface Shape Deformation of Soft Opal Films by Hot Embossing Process 
Based on a Biomimetic Approach, Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014, Japan, Sapporo 
(2014.02.13) 

162. Hariyama Takahiko: NanoSuit, Biomimetic Ultra-Thin Polymer Membrane, Protects 
Organism in High Vacuum, Joint Workshop on Bio-inspired Engineering and 
Bio-supercomputing, Japan, Chiba (2014.03.03) 

163. Hiroshi Fudouzi: Convex-Concave Structure Opal Films Based on Biomimetic Approaches, 
LMN サテライトシンポジウム（バイオミメティク日独交流会）, Japan, Tsukuba (2014.03.05) 

164. 高久康春、鈴木浩司、太田勲、石井大佑、村中祥悟、下村政嗣、針山孝彦*: 「ナノスーツ」を用

いた生きた状態での生物の高解像度電子顕微鏡観察, 日本顕微鏡学会・第 69 回学術講演会, 日本, 
吹田市 (2013.05.21) 

165. 針山孝彦: 発光生物と行動, 第 2 回八丈島発光生物研究集会, 日本, 八丈島 (2013.07.08) 
166. 南竜之介、佐藤千晶、山濱由美、針山孝彦、木村賢一*: ショウジョウバエ肢先端部の footpad の

形成機構, 日本動物学会北海道支部第 58 回大会, 日本, 札幌市 (2013.08.24) 
167. 石井大佑: 【招待講演】高分子複合超撥水微細構造によるバイオミメティック液滴操作, 第 62 回

高分子討論会, 日本, 金沢 (2013.09.11) 
168. 吉岡伸也、山濱由美、針山孝彦: 構造の乱れがモスアイ効果に与える影響, 日本物理学会 2013 年

秋季大会, 日本, 徳島 (2013.09.28) 
169. 南竜之介、山濱由美、佐藤千晶、針山孝彦、木村賢一*: ショウジョウバエ肢先端部の付着器の形

成機構, 日本動物学会 第 84 回大会, 日本, 岡山市 (2013.09.28) 
170. 吉岡伸也: モスアイ効果再考, 第 14 回構造色シンポジウム, 日本, 大阪 (2013.10.26) 
171. 不動寺浩、針山孝彦、山濱由美、吉岡伸也、石井大佑、木村賢一、久保英夫、下村政嗣、魚津吉

弘: ホットエンボス加工によるオパール薄膜の凹凸構造の形成, 第 14 回構造色シンポジウム, 日
本, 大阪市 (2013.10.26) 
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172. 石井大佑: 【招待講演】高分子微細構造を利用したバイオミメティック液体操作, 2013 年度構造

色研究会, 日本, 大阪 (2013.10.26) 
173. 不動寺浩: 人工オパール：宝石から機能材料へ, バイオテンプレート研究会公開シンポジウム「自

然に学ぶ新しいものづくり」, 日本, 東京 (2013.11.09) 
174. 針山孝彦: ナノスーツ：電子顕微鏡による “生態 ”観察, オレオナノサイエンスシンポジウム

2013 (ONS2013), 日本, 東京都 (2013.11.22) 
175. 南竜之介、山濱由美、佐藤千晶、針山孝彦、木村賢一*: The analysis of corneal lens formation in 

Drosophila melanogaster, 第 36 会日本分子生物学会年会, 日本, 神戸市 (2013.12.04) 
176. 不動寺浩: オパール結晶薄膜のチューナブル構造色機能とその応用, 日本学術振興会第 174 委員

会（分子ナノテクノロジー）第 45 回研究会, 日本, 東京 (2013.12.05) 
177. 不動寺浩: オパール薄膜の凹凸構造の形成について, 数学協働プログラム ワークショップ 表面

微細構造の学理の探求, 日本, 札幌市 (2014.02.22) 
178. 針山孝彦: セミの翅の表面ナノパイル構造について, 数学協働プログラム ワークショップ「表面

微細構造の学理の探求：低環境負荷材料の創造に向けて」, 日本, 札幌市 (2014.02.22) 
179. 石井大佑: 【依頼講演】高分子微細構造の超撥水性ついて, 数学協働プログラムワークショップ 

表面微細構造の学理の探求, 日本, 札幌 (2014.02.23) 
180. 木村賢一: ショウジョウバエの複眼の表面構造について, 数学協働プログラムワークショップ

「表面微細構造の学理の探求：低環境負荷材料の創造に向けて」, 日本, 札幌 (2014.02.24) 
181. 針山孝彦: ナノスーツ法をもちいた電子顕微鏡観察, 日本顕微鏡学会 第 38 回関東支部講演会, 

日本, 東京都 (2014.03.08) 
182. 木村賢一、南竜之介、佐藤千晶、山濱由美、針山孝彦: 昆虫複眼レンズ表面の nipple 構造形成機

構, 日本化学会 第 94 春季年会, 日本, 名古屋市 (2014.03.27) 
183. Chihiro Urata, Dalton F. Cheng, Benjamin Masheder, Atsushi Hozumi:  How To Realize 

Oleophobicity Without Relying on Perfluorinated Chemicals, 245th ACS National Meeting & 
Exposition, USA, New Orleans, (2013.04.09) 

184. N.Hosoda: Reversible interconnection learning from beetles, International Conference on 
Electronics Packaging 2013, 日本, 大阪 (2013.04.12) 

185. *Naoe Hosoda: The Mechanisms of Organisms as Eco-Materials Design Tools, 2nd 
Fraunhofer IZM & NIMS Workshop on Nanotechnology and Environment, Germany, Berlin 
(2013.05.24) 

186. Benjamin Masheder, Chihiro Urata, Atsushi Hozumi: A Hybrid Zirconium Film Containing 
Branched Carboxylic Acids With Excellent Dynamic Oleophobicity, Multi-Functional 
Materials and Structures, Thailand, Bangkok (2013.07.16) 

187. Chihiro Urata, Benjamin Masheder, Atsushi Hozumi: Bio-Inspired Layered Hybrid Films 
Possessing Multi-Functionalities Including Dewetting, Anti-Corrosion and Self-Healing 
Properties, XXII International Materials Research Congress, Mexico, Cancun (2013.08.14) 

188. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Daniel F. Miranda, Benjamin Masheder: 【Invited talk】
Bio-inspired Multifunctional Layered Hybrid Films for Metals Showing Exellent 
Hydrophobic, Anti-Corrosion and Self-Healing Properties, The 7th World Congress on 
Biomimetics,Artificial Muscles and Nano-Bio, Korea, Jeju Island (2013.08.28) 

189. Chihiro Urata, Benjamin Masheder, Dalton F. Cheng, Atsushi Hozumi: Sol-Gel Derived 
Environment-Friendly Oil-Repellent Surfaces, Sol-Gel 2013, Spain, Madrid (2013.08.28) 

190. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Benjamin Masheder: Layered  Zirconia-Fatty Acid Hybrid 
Films Showing Unusual Dynamic Dewetting Behavior Towards Alkane Liquids, 12th 
International Conference on Frontiers of Polymers and Advanced Materials (12th ICFPAM), 
New Zealand, Auckland (2013.12.08) 

191. *Naoe Hosoda: Biomimetic Underwater Adhesion Using Bubbles, 23th Annual Meeting of 
MRS-Japan 2013, Japan, Kanagawa (2013.12.10) 

192. Gary J. Dunderdale, Chihiro Urata, Benjamin Masheder, Daniel F. Miranda, Atsushi 
Hozumi: “Solvophilic” Polymer Brush Surfaces with Excellent Dewetting and Antifouling 
Properties, Joint international symposium on “ISNIT 2014” and “Engineering 
Neo-biomimetics V”, Japan, Sapporo (2014.02.12) 

193. Chihiro Urata, Benjamin Masheder, Atsushi Hozumi: Nonperfluorinated  Liquid-Repellent  
Coating  Using  Biophilic  Compounds, Joint international symposium on “ISNIT 2014” 
and “Engineering Neo-biomimetics V”, JAPAN, Hokkaido (2014.02.13) 
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194. *Naoe Hosoda: Development of Biomimetic Underwater Adhesion Learning from a Beetle, 
Joint international symposium on "Nature-Inspired Technology", Japan, Hokkaido 
(2014.02.13) 

195. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Benjamin Masheder: Polymethylsilsesquioxane Film 
showing Thermallystable,Durable and  Responsive Oleophobicity., The Adhesion Socierty's 
37th Annual Meeting, U.S.A, San Diego (2014.02.26) 

196. *Naoe Hosoda, Stanislav N. Gorb: Novel Material Using an Air Bubble for Underwater 
Adhesion Inspired by the Leaf Beetle, 2014 Annual Meeting, Adhesion Society, USA, San 
Diego (2014.02.26) 

197. *Naoe Hosoda: Biomimetic reversible interconnection, Structural Materials : the Link 
between Materials and Mechanics Symposium, Japan, Ibaraki (2014.03.05) 

198. Chihiro Urata, Benjamin Masheder, Dalton F. Cheng, Atsushi Hozumi: A 
Thermally-Responsive, Durable, Water/Oil Repellent Coating Using 
Polymethylsilsesquioxane, 247th ACS National Meeting & Exposition, USA, Dallas, Texas 
(2014.03.16) 

199. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Benjamin Masheder: Bioinspired Layered Transparent 
Hybrid Films Possessing Multi-Functionalities Including Excellent Dynamic Dewetting, 
Anti-Corrosion and Self-Healing Properties, Bio-inspired Materials 2014, Germany, 
Kongresshotel, Potsdam (2014.03.20) 

200. 松前貴司，藤野真久，重藤暁津，松本好家，須賀唯知: エレクトロニクス実装学会春期講演大会, 
日本, 仙台 (2013.3.13) 

201. 前田浩孝*、杢野貴章、井須紀文: 【依頼講演】有機－無機ハイブリッド膜中の分子鎖を利用した

熱伝達の制御, 日本化学会第 94 春季年会, 日本, 名古屋 (2013.3.27) 
202. 細田奈麻絵: 生物から学ぶナノテクノロジー, NIMS 一般公開, 日本, 茨城 (2013.04.17) 
203. 穂積篤: [招待講演] 濡らさない視点から考える固体表面の“真の濡れ性”とは？〜動的濡れ性評

価およびその制御の重要性〜, 日本接着学会粘着研究会, 日本, 東京都台東区上野 (2013.06.19) 
204. *細田奈麻絵: ISO Biomimetics TC266 国際委員会報告 Biomimetic Materials Structures 

and Components(WG2), 高分子学会バイオミメティクス研究会, 日本, 東京 (2013.06.20) 
205. *細田奈麻絵: B01-3 生物規範階層ダイナミクス班 平成２４年度成果報告, 文部科学省科学研

究費 新学術領域「生物規範工学」全体会議・合同研究会, 日本, 沖縄 (2013.07.01) 
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290. 布施佳孝, 神崎亮平, 安藤規泰: 翅の損傷に対する飛翔昆虫の運動補償機構, エアロ・アクアバイ

オメカニズム学会第 31 回定例講演会, 日本, 東京 (2014.3.17) 
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manufacturing and the lifestyle, European Ceramic Society, フランス, リモージュ 
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292. Keitaro Horikawa, Shusuke Hokazono, Kenichi Tanigaki, and Hidetoshi Kobayashi: 
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manufacturing and the lifestyle, 2013 EURO-ASIA ECONOMIC FORUM, 中国, 西安 
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295. Emile H. Ishida: Nature Technology – Creating a Fresh Approach to Technology and Lifestyle, 
The 7th International Conference on Leading Edge Manufacturing in 21st Century, 日本, 松
島 (2013.11.7) 

296. Emile H. Ishida: Nature Technology for the creation of innovative manufacturing and the 
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297. Soonhwa An and Mizuki Sekiya: Introducing PEN and PENGIN－Tool for Public 
Engagement with Emerging New Technologies, 3rd NANOTEC-NRI Workshop, 日本, つくば 
(2014.01.28) 

298. Soonhwa AN, Mizuki SEKIYA, Masafumi ATA: Overview of 13 Years R&D Investment in 
Nanotechnologies and Challenges to the Future, nano tech 2014, 日本, 東京 (2014.01.30) 

299. Yuko Suto, Shoko Fuji, Ryuzo Furukawa, Riichiro Mizoguchi, Emile H. Ishida: Development 
of  matching process against lifestyle and technology  – Specification of lifestyle –, Joint 
International Symposium on Nature-inspired Technology (ISNIT) 2014 and Engineering 
Neo-Biomimetics V, 日本, 札幌 (2014.2.12) 

300. Hidetoshi Kobayashi, Takeshi Yamauchi, Keitaro Horikawa and Naomichi Tominagac: 
Closing Manner of Leaflet in Humble Plant (Mimosa Pudica), Joint international symposium 
on“Nature-inspired Technology (ISNIT2014), 日本, 札幌 (2014.02.14) 

301. Hidetoshi kobayashi: Mechanical Consideration Concerning Unfolding Structure of Plant 
Leaves and Flowers, Invited Lecture in Andong National University, 韓国, 安東市 
(2014.02.25) 

302. Hidetoshi Kobayashi, Takeshi Yamauchi and Keitaro Horikawa: Structure and Materials of 
Giant Water Lily Leaf, Structural Materials: the Link between Materials and Mechanics, 日
本, つくば市 (2014.03.05) 

303. 石田秀輝: 地球環境とネイチャーテクノロジー, 空気調和・衛生工学会東北支部 40 周年記念講演

会, 日本, 仙台 (2013.5.22) 
304. 関谷瑞木: 国際標準化 ISO/TC266 Biomimetics 第 2 回総会 Working Group 1 

“Terminology and methodology”, 高分子学会バイオミメティクス研究会, 日本, 東京 
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305. 阿多誠文、安順花、関谷瑞木: ISO/TC266 Biomimetics WG3 Biomimetic Optimization その展

開と対応, 高分子学会バイオミメティクス研究会, 日本, 東京 (2013.06.20) 
306. 関谷瑞木: バイオミメティクス研究開発の国際動向, 第 58 回高分子夏季大学, 日本, 広島 
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314. Yoshiaki Kanamori, Toshikazu Ozaki, Kazuhiro Hane: Fabrication of Ultrathin Color Filters 
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オメカニズム学会講演会, 日本, 由利本荘市 (2013.09.03) 
340. Olaf Karthaus: Synthesis and Function of Phase Separated Polymer Microparticles, 第 62 回
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341. 藤井秀司: 微粒子の界面吸着現象を利用した液液、気液分散系の安定化, 日本化学会 コロイドお

よび界面化学部会 討論会, 日本, 愛知 (2013.9.19) 
342. 藤井秀司: 高分子微粒子から見る界面, 日本化学会 コロイドおよび界面化学部会 「未来のコロ

イドおよび界面化学を創る若手討論会」, 日本, 愛知 (2013.9.21) 
343. 植木龍也、山口信雄、田川訓史: ホヤの被嚢の接着性に関連する構造および化学的因子, 日本動

物学会第 84 回岡山大会, 日本, 岡山市 (2013.09.26) 
344. 有村博紀: 大規模非構造データからの超高速パターン発見：実世界からの知識創出に向けて, 第
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Resonant Grating, 第 23 回日本 MRS 年次大会, 日本, 横浜 (2013.12.9) 
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Innovative Areas:Engineering Neo-Biomimetics, The 2014 Asian Conference on Nanoscience 
and Nanotechnology (AsiaNANO 2014), Korea, Jeju (2014.10.28) 
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376. Yuji Hirai, Takuya Ohzono, Kosuke Suzuki, Masatsugu Shimomura: Fabrications of Durable 
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394. 原川良介*、小川貴弘、長谷山美紀: Web コミュニティの階層構造抽出に関する検討 ー映像特徴
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395. 平井悠司、大園拓哉、鈴木航祐、下村政嗣: 自己組織化を利用した耐久性マイクロリンクル構造
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Singapore, Singapore (2014.05.20) 
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636. 金森義明: 【招待講演】生物模倣ナノ光学素子、メタマテリアルの製作と応用, ナノ粒子・構造

応用研究会 第 9 回公開講演会, Japan, 東京 (2014.09.02) 
637. 有村博紀: 実世界非構造データからの高速マイニング ～エネルギーデータの高度利用に向けて

～, シンポジウムセッション TC「エネルギービッグデータの解析と利用」, 平成 26 年電気学会

電子・情報・システム部門大会, 日本, 松江 (2014.09.03) 
638. 山口信雄、小池香苗、福場郁子、前田誠、植木龍也: ホヤ被嚢接着部の解析, 日本動物学会第 85

回仙台大会, 日本, 仙台市 (2014.09.11) 
639. Olaf Karthaus: 花粉の耐久性とバイオミメティクス, 第 55 回花粉学会, 日本, 札幌 

(2014.09.14) 
640. 鈴木喜晴, 神吉輝夫, 田中秀和, 浅川直紀: 高分子トランジスタを用いたシナプス模倣一方向信

号伝達素子, 第 63 回高分子討論会, 日本, 長崎 (2014.09.24) 
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641. 浅川直紀, 神吉輝夫, 田中秀和, 丹所正孝, 清水禎, 矢澤宏次: 高分子ダイナミクスを用いた生体

模倣型信号処理デバイス, 第 63 回高分子討論会, 日本, 長崎 (2014.09.25) 
642. 出口茂: オカッパリで挑む深海研究 〜極限環境生物圏にインスパイヤードされたソフトマテリ

アルの創成〜, 関西大学先端科学技術推進機構講演会, 日本, 大阪府 (2014.10.3) 
643. 金森義明: 【招待講演】ナノフォトニック構造を利用した光フィルタのディスプレイ応用, 日本

学術振興会 光電相互変換第１２５委員会, 日本, 東京 (2014.10.20) 
644. 出口茂: 白いナノバイオテクノロジーが明らかにした深海生物資源の新たな有用性, 第 3 回次世

代の物質科学・ナノサイエンスを探る, 日本, 北海道大学 (2014.01.11) 
645. 出口茂: 陸っぱり深海研究, 第 6 回豊田理研懇話会, 日本, 愛知県 (2014.1.16) 
646. 金森義明: 【依頼講演】サブ波長構造・超微細構造の作製方法と光応用～MEMS、生物模倣、メ

タマテリアル～, 情報機構セミナー, 日本, 東京 (2015.01.14) 
647. 出口茂: 白いナノバイオテクノロジーが解き明かす深海生物資源の新たな姿, 第 2 回グリーンテ

クノロジー研究セミナー, 日本, 東京都 (2014.03.21) 
648. 田中博人: 自己組織化シワの羽ばたき翼膜への応用, 日本化学会第 95 春季年回アドバンスト・テ

クノロジー・プログラム（ATP）, 日本, 千葉県船橋市 (2015.03.27) 
649. Yuji Hirai, Aki Sato, Satoshi Koike, Kosuke Suzuki, Takayuki Kurokawa, Takuya Ohzono, 

Masatsugu Shimomura: Fabrications and Friction Measurements of Shark Skin-Inspired 
Hierarchical Microstructures, 2nd Euro Intelligent Materials 2015, Germany, Keil 
(2015.06.10) 

650. Masatsugu Shimomura: (Plenary Lecture)Engineering Neo-Biomimetics: An Innovative 
Linkage of Biology and Engineering by Information Science, 2015 KJF International 
Conference on Organic Materials for Electronics and Photonics (KJF-ICOMEP 2015), Korea, 
Jeju (2015.09.07) 

651. Naoki Yanagi, Yuji Hirai, Masatsugu Shimomura: Fabrication of artificial plastrons by using 
a honeycomb structures, 16th Chitose International Forum on Photonics Science and 
Technology, 日本, 千歳市 (2015.09.30) 

652. Naoto Okuda, Yuji Hirai, Masatsugu Shimomura: Surface observations and friction 
measurements of firebrat in microscale, 16th Chitose International Forum on Photonics 
Science and Technology, 日本, 千歳市 (2015.09.30) 

653. Naoki Saito*, Takahiro Ogawa, Yuji Hirai, Miki Haseyama: Estimation of Salient Region 
Based on Support Vector Machine for Scanning Electron Microphotographs, Engineering 
Neo-Biomimetics VI and Satelite Workshop at Lake Biwa, 日本, 京都 (2015.10.22) 

654. Miki Haseyama*: Biomimetics Image Retrieval：Connecting Biology and Engineering, 
Engineering Neo-Biomimetics VI and Satelite Workshop at Lake Biwa, 日本, 京都市 
(2015.10.22) 

655. Shuhei Nomura*, Yuta Nakase: Preliminary Study on 3D Data Sampling for Internal 
Morphology of Insects, Engineering Neo-Biomimetics VI and Satellite Workshop, Japan, 
Kyoto (2015.10.22) 

656. Kouhei Tateno*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Web Image Visualization Considering 
Image Content Based on Visual and Tag Features, 2015 IEEE Global Conference on 
Consumer Electronics (GCCE 2015), 日本, 大阪 (2015.10.28) 

657. Aki Sato, Yuji Hirai, Takuya Ohzono, Masatsugu Shimomura: Fabrication of the hierarchical 
polymer structures inspired by a shark skin surfaces, 4th Nagoya Biomimetics International 
Symposium (NaBIS), 日本, 名古屋市 (2015.10.30) 

658. M. Shimomura: 【Plenary talk】Biomimetics: Innovative Engineering based on Biodiversity, 
IEEE CPMT Symposium Japan (ICSJ), Japan, Kyoto (2015.11.10) 

659. Aki Sato, Yuji Hirai, Takuya Ohzono, Kosuke Suzuki, Satoshi Koike, Takayuki Kurokawa, 
Masatsugu Shimomura: Fabrication of the durable shark skin mimicking surface by using 
self-organized structures, The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin 
Societies (Pacifichem), アメリカ, ハワイ (2015.12.16) 

660. Naoki Yanagi, Yuji Hirai, Masatsugu Shimomura: Preparation of artificial plastrons by using 
self-organized honeycomb-patterned film, The 2015 International Chemical Congress of 
Pacific Basin Societies (Pacifichem), アメリカ, ハワイ (2015.12.16) 

661. 柳直樹、平井悠司、下村政嗣: 自己組織化を利用して作製した人工プラストロンの酸素透過性測

定, 第 64 回高分子学会年次大会, 日本, 札幌市 (2015.05.28) 
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662. 佐藤杏希、平井悠司、小池智、黒川孝幸、下村政嗣: 耐久性サメ肌模倣材料の作製と物性の評価, 
第 64 回高分子学会年次大会, 日本, 札幌市 (2016.05.28) 

663. 長谷山美紀*: 【招待講演】情報科学が繋ぐ生物とものづくり －バイオミメティクス･画像検索シ

ステムの理論と実現－, 第 64 回高分子学会年次大会, 日本, 札幌 (2015.05.29) 
664. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクスと高分子, 第 60 回高分子夏季大学, 日本, 新潟市 

(2015.07.09) 
665. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクスのメッカとしての「国立自然史博物館」, 日本進化

学会 第 17 回大会, 日本, 東京 (2015.08.21) 
666. 平井悠司: 生物に学ぶ摩擦制御材料, 分子ナノテクノロジー第 174 委員会セミナー, 日本, 東京

都 (2015.09.08) 
667. 下村政嗣: 【特別講演】バイオミメティクスの現代的意義と課題, 化学工学会 材料・界面部会 塗

布技術研究会, 日本, 札幌 (2015.09.10) 
668. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクス：生物多様性による技術革新, 日本生物物理学会 第

53 回年会, 日本, 金澤 (2015.09.13) 
669. 野村周平: 【招待講演】昆虫のふしぎなつくり―驚異の構造と機能, 日本生物物理学会第 53 回年

会, 日本, 金沢 (2015.09.13) 
670. M. Shimomura: 【招待講演】Biomimetics:Innovation Based on Biodiversity, 第 53 回日本生

物物理学会年会 シンポジウム：自然史に学ぶバイオミメティクスの未来, 日本, 金沢 
(2015.09.13) 

671. 柳直樹，平井悠司，下村政嗣: ハニカム構造を用いた人工プラストロンの開発, 日本機械学会 
2015 年度年次大会, 日本, 札幌市 (2015.09.14) 

672. 下村政嗣: 【基調講演】生物に学ぶ機能性表面：多機能性とロバストネス, 日本機会学会 2015
年度年次大会, 日本, 札幌 (2015.09.14) 

673. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクスが創る新たな素材, BioJapan2015 グリーンバイオ

分野の新たなイノベーション創出に向けて, 日本, 横浜 (2015.10.15) 
674. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクスの宝庫としての「国立自然史博物館」, シンポジウ

ム 沖縄に国立自然史博物館を! ~次世代の博物館像を求めて~, 日本, 沖縄 (2015.11.14) 
675. 下村政嗣: 【基調講演】新学術領域研究「生物多様性を規範とする革新的材料技術」の目指すも

の, 第 4 回 島津新素材セミナー 2015 新素材のヒントはここに！「バイオミメティクス」～生

物の多様性に学ぶ新素材の創出～, 日本, 東京 (2015.11.20) 
676. 平井悠司: 自己組織化を利用した微細構造形成, 第 3 回島津新素材セミナー 2015【東京】, 日本, 

東京都 (2015.11.20) 
677. 高久康晴、針山孝彦、石井大佑、森直樹、平井悠司、下村政嗣: 【依頼講演】Biomimetic Biofilm

としての Nano-Suit：生態観察の革新的手法, 第 35 回表面科学学術講演会, 日本, つくば 
(2015.12.01) 

678. 下村政嗣: 【依頼講演】Biomimetic Biofilm としての Nano-Suit:生態観察の革新的手法, 2015 年

真空・表面科学合同講演会, 日本, つくば (2015.12.01) 
679. 柳直樹，平井悠司，下村政嗣: ハニカムフィルムを用いた水中での酸素供給デバイスの開発, 第

35 回表面科学学術講演会, 日本, つくば市 (2015.12.03) 
680. 平井悠司、松尾保孝: 自己組織化を利用した無反射・超撥水/超親水シリコン微細構造の作製, 第

4 回ネイチャー・インダストリー・アワード, 日本, 大阪市 (2015.12.04) 
681. 下村政嗣: 高分子学会の活動と広報について, 高分子学会広報委員会企画講演会, 日本, 東京 

(2015.12.11) 
682. 下村政嗣: 高分子学会の出版物について(2)日刊工業新聞社刊 今日からモノ知りシリーズ トコ

トンやさしいバイオミメティクス の編集について, 高分子学会広報委員会企画講演会, 日本, 東
京 (2015.12.11) 

683. 野村周平: 飛翔する精密機械としてのカブトムシ, 日本機械学会関東支部東京ブロック第４回イ

ブニングセミナー, 日本, 東京 (2015.12.17) 
684. 下村政嗣: バイオミメティクスの産業応用、実用化の展望と課題, イノベション実践研究会, 日本, 

東京 (2016.01.15) 
685. 瀬川雄太、平井悠司、下村政嗣: 自己組織化を用いた Moth eye 構造の作製, 高分子学会第 50

回北海道支部研究発表会, 日本, 札幌市 (2016.01.21) 
686. 柳直樹，平井悠司，下村政嗣: ハニカムフィルムにおける溶存気体透過性の検証, 高分子学会 第
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50 回北海道支部研究発表会, 日本, 札幌市 (2016.01.21) 
687. 下村政嗣: バイオミメティクス・ネットワーク・ジャパン, 高分子学会バイオミメティクス研究

会、ナノテクノロジービジネス推進協議会、第 15 回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議（nano 
tech 2016), 日本, 東京 (2016.01.29) 

688. 斉藤直輝*、小川貴弘、平井悠司、長谷山美紀: 生物の走査型電子顕微鏡像の撮像部位の分類に関

する検討 －カーネル法の導入による複数の分類結果統合の高精度化－, 映像情報メディア学会

技術報告, 日本, 札幌 (2016.02.22) 
689. 館農浩平*、小川貴弘、長谷山美紀: Web 上に存在する画像データの可視化のための次元削減に関

する検討, 映像情報メディア学会技術報告, 日本, 札幌 (2016.02.23) 
690. 長谷山美紀*: 【招待講演】ものづくりの発想を支援するバイオミメティクス・画像検索, ナノテ

クノロジービジネス推進協議会, 日本, 東京 (2016.02.26) 
691. 平井悠司: 自己組織化を利用した生物模倣トライボロジー表面の作製, 第64回高分子学会年次大

会, 日本, 札幌市 (2016.03.21) 
692. 下村政嗣: 【招待講演】バイオミメティクスを支える自己組織化, 日本化学会第 96 春季年会, 日

本, 京田辺 (2016.03.24) 
693. 中瀬悠太*、野村周平: Ｘ線マイクロＣＴで見る昆虫の内部形態, 日本昆虫学会第 76 回大会・第

60 回日本応用動物昆虫学会合同大会（マイクロＸ線ＣＴ小集会）, 日本, 大阪府堺市 
(2016.03.28) 

694. Shuhei Nomura: Microstructures of the Fringe Hairs of Hind Wings in Minute Species of 
Staphylinoidea and the Allied Beetles, The 30th International Meeting on Biology and 
Systematics of Staphylinidae, Slovakia, Bratislava (2015.05.15) 

695. Ryosuke Harakawa*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Extraction of Hierarchical Structure 
of Web Communities Including Salient Keyword Estimation for Web Video Retrieval, IEEE 
International Conference on Image Processing (ICIP 2015), Canada, Quebec city (2015.09.28) 

696. Eri Katayama, Gento Shinohara, Keiichi Matsuura: The Surface Structures of Suckers and 
Paired-fin Pads in Teleostean Fishes, Engineering Neo-Biomimetics VI and Satellite 
Workshop, 日本, 京都 (2015.10.22) 

697. Ryosuke Harakawa*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Extraction of Hierarchical Structure 
of Web Video Groups via Adaptive Feature Selection, International Workshop on Advanced 
Image Technology (IWAIT 2016), Korea, Busan (2016.01.08) 

698. Daichi Takehara*, Ryosuke Harakawa, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Organizing Web 
Video Collections into Category Hierarchies for Web Video Retrieval, International Workshop 
on Advanced Image Technology (IWAIT 2016), Korea, Busan (2016.01.08) 

699. 多田恭平*、古崎晃司、來村徳信、溝口理一郎、駒谷和範: 概念間の関係に注目した専門文書解析

と LOD 技術によるバイオミメティクス・オントロジーの大規模化の試み, 2015 年度人工知能学

会全国大会（第 29 回）, 日本, 函館市 (2015.05.30) 
700. 鳥村匠*、來村徳信、古崎晃司、溝口理一郎、駒谷和範: 生物の機能実現方法に基づく発想支援の

ためのオントロジー構築とそのガイドラインの提案, 2015 年度人工知能学会全国大会（第 29 回）, 
日本, 函館市 (2015.05.31) 

701. Daichi Takehara*, Ryosuke Harakawa, Takahiro Ogawa,Miki Haseyama: Organizing Web 
Video Collections into Optimal Category Hierarchies via Multimodal Features for Web Video 
Retrieval, 第 18 回画像の認識・理解シンポジウム (MIRU2015), 日本, 大阪 (2015.07.28) 

702. 斉藤直輝*、小川貴弘、長谷山美紀: 生物の走査型電子顕微鏡像の撮像部位の分類に関する検討 －
分類精度を考慮した複数の分類結果の統合手法の導入－, 第 18 回画像の認識・理解シンポジウム 
(MIRU2015), 日本, 大阪 (2015.07.29) 

703. Ryosuke Harakawa*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: User Interest Estimation Using 
Heterogeneous Features and its Application to YouTube User Recommendation, 第 18 回画像

の認識・理解シンポジウム (MIRU2015), 日本, 大阪 (2015.07.30) 
704. 篠原現人: 魚類標本は語り、そして異分野をつなぐ, 日本進化学会, 日本, 東京 (2015.08.22) 
705. 篠原現人、片山英里、田城文人: 日本海から採集されたカグラザメ（カグラザメ目：カグラザメ

科）の大型標本, 2015 年度日本魚類学会年会, 日本, 奈良市 (2015.09.05) 
706. 野村周平: 後翅が退化した甲虫においても前翅固定装置は退化していないのはなぜか, 日本昆虫

学会第 75 回大会, 日本, 福岡市 (2015.09.20) 
707. 片山英里、篠原現人、松浦啓一: 魚類の体表および吸着機能を有する鰭の微細構造, 第 3 回島津
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新素材セミナー, 日本, 京都市 (2015.10.23) 
708. 竹原大智*、原川良介、小川貴弘、長谷山美紀: Web 映像検索のため Web コミュニティの提示

法に関する検討 ー Web コミュニティに含まれるトピックを考慮した代表キーフレーズ抽出の

試みー, 電気・情報関係学会北海道支部連合大会, 日本, 北見 (2015.11.08) 
709. 篠原現人、片山英里、松浦啓一: 魚類の体表および吸着機能を有する鰭の微細構造, 第３回島津

新素材セミナー, 日本, 東京 (2015.11.20) 
710. 長谷山美紀*: 情報科学が繋ぐ生物とものづくり－工学的発想を支援するバイオミメティクス・画

像検索－, 島津新素材セミナー2015, 日本, 東京 (2015.11.20) 
711. 野村周平*、北川一敬、斉藤一哉: 甲虫の後翅前縁にみられる微細構造の多様性と機能, 日本甲虫

学会第６回大会, 日本, 北九州市 (2015.11.22) 
712. 長谷山美紀*: 生物学ビッグデータの活用によるものづくり： バイオミメティクス・画像検索の

試み, 高分子学会バイオミメティクス研究会、ナノテクノロジービジネス推進協議会、第 15 回国

際ナノテクノロジー総合展・技術会議（nano tech 2016), 日本, 東京 (2016.01.29) 
713. 原川良介*、小川貴弘、長谷山美紀: Web映像集合の階層構造の時系列変化検出に関する一検討, 映

像情報メディア学会技術報告, 日本, 札幌 (2016.02.22) 
714. 竹原大智*、原川良介、小川貴弘、長谷山美紀: 異なるソーシャルメディアのコンテンツを用いた

階層的トピック検出に関する検討, 映像情報メディア学会技術報告, 日本, 札幌 (2016.02.22) 
715. 松浦啓一*: 新種のフグが作る海底のミステリーサークル：魚の「建築」技術を探る, 公開ジョイ

ントシンポ”海洋資源メッカ沖縄で考えるバイオミメティクス”, 日本, 那覇 (2016.03.04) 
716. 溝口理一郎: Ontology-Enhanced Thesaurus：生物学データを工学に活用する画期的手法, 日本

化学会 ATP【T2B】話題の技術～実用化のカギを握る新材料～->倣う―バイオミメティクスと新

材料, 日本, 東京 (2015.03.26) 
717. 野村周平*、丸山宗利: ニュージーランドにおける好蟻性アリヅカムシの多様性と進化, 日本昆虫

学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動物昆虫学会合同大会（好蟻性生物小集会）, 日本, 大阪府

堺市 (2016.03.27) 
718. 野村周平: コウチュウ目４亜目における前翅固定装置の形態比較, 日本昆虫学会第 76 回大会・第

60 回日本応用動物昆虫学会合同大会, 日本, 大阪府堺市 (2016.03.29) 
719. Takuya Ohzono*, Kosuke Suzuki, Yuji Hirai: 【Invited】Sliding Friction on Shape-Tunable 

Wrinkles, Engineering Neo-Biomimetics Ⅵ, Japan, Kyoto (2015.10.22) 
720. Chanchal Kumar ROY, Hong Lei GUO, Tao Lin SUN, Abu Bin IHSAN, Takayuki 

NONOYAMA, Tasuku NAKAJIMA, Takayuki KUROKAWA, Jian Ping GONG: 
Self-Adjustable Adhesion of Polyampholyte Hydrogels, Engineering Neo-Biomimetics VI, 
Japan, Kyoto (2015.10.22) 

721. Kosuke Suzuki, Takuya Ohzoho*, Yuji Hirai: Control of Friction on Shape-Tunable Wrinkles, 
4th Nagoya Biomimetics International Symposium (NaBIS), Japan, Nagoya (2015.10.30) 

722. Takayuki MUROSAKI, Kentaro ABE, Tatsuya JINNO, Yasuyuki NOGATA, Masatsugu 
SHIMOMURA: Antifouling properties of microstructured surfaces against barnacles, 14th 
PACIFIC POLYMER CONFERENCE, USA, Hawaii (2015.12.12) 

723. Jamil Ahmed, Takayuki Kurokawa, Honglei Guo, Tetsurou Yamamoto, Masakazu Takahata, 
Tasuku Nakajima, Jian Ping Gong: Analysis of electrostatic interaction causing high sliding 
friction of polyzwitterionic hydrogel, Pacifichem2015, United States of America, Hawaii 
(2015.12.17) 

724. Chanchal Kumar Roy, Gento Shinohara, Daniel R. King, Tao Lin Sun, Jian Ping Gong, 
Takayuki Kurokawa: Adhesion Gain by Fibrous Skeleton Based on Fish Suction Pad, 
International Symposium on Nature-Inspired Technology (ISNIT 2016), Korea, Daejeon 
(2016.01.14) 

725. 野方靖行: 海生生物の基礎知識, 火力原子力発電技術協会大学講座, 日本, 東京 (2015.04.17) 
726. 黒川孝幸: 生体にとても近い材料～ゲル～, バイオミメティクス・市民セミナー, 日本, 札幌市 

(2015.05.02) 
727. 黒川孝幸: ハイドロゲルの表面摩擦特性, 第 64 回高分子学会年次大会, 日本, 札幌市 

(2015.05.28) 
728. 鈴木航佑、平井悠二、下村政嗣、大園拓哉*: ポーラスフィルム埋め込みエラストマー表面上の形

状可変リンクルの摩擦特性, 第 64 回高分子学会年次大会, 日本, 札幌 (2015.05.29) 
729. 鈴木航佑、平井悠二、下村政嗣、大園拓哉*: 形状可変リンクル上における摩擦の低減, トライボ
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ロジー会議 2015 春 姫路, 日本, 姫路 (2015.05.27) 
730. 野方靖行: 海生生物の基礎知識と最新技術動向, 火力原子力発電技術協会大学講座, 日本, 広島 

(2015.07.24) 
731. 小池智、平井悠司、野々山貴行、中島祐、黒川孝幸、龔剣萍: ゲルの摩擦と潤滑における表面形

状の効果, 30th Summer University in Hokkaido および 2015 年度北海道高分子若手研究会, 日
本, 札幌市 (2015.8.28) 

732. 室崎喬之,小川知哉, 神野達哉, 野方靖行,下村政嗣: フジツボの付着前行動と付着基質選択性との

関係について, 日本マリンエンジニアリング学会 第４回ワークショップ「船底塗料と海洋環境に

関する最新の話題」, 日本, 函館 (2015.09.16) 
733. 野方靖行: 遺伝情報を利用したフジツボ幼生出現状況の調査法について, 日本付着生物学会シン

ポジウム, 日本, 東京 (2015.10.02) 
734. 室崎喬之、野方靖行、平井悠司、下村政嗣: 自己組織化微細表面構造のフジツボ付着期幼生に対

する抗付着効果, 第 25 回 非線形反応と協同現象研究会, 日本, 旭川 (2015.10.03) 
735. 野方靖行: 汚損生物としてのフジツボ, 日本甲殻類学会サテライトシンポジウム「フジツボ類の

生物学」, 日本, 東京 (2015.10.12) 
736. 黒川孝幸: ウバウオ吸盤に見られる繊維構造の吸着に及ぼす効果, 知の協奏を目指すソフトおよ

びナノマテリアル研究会 2016, 日本, 虻田郡ニセコ町 (2016.1.9) 
737. 小池智、野々山貴行、中島祐、黒川孝幸、平井悠司、龔剣萍: ハイドロゲルの摩擦と潤滑におけ

るにおける表面形状の効果, 第 50 回高分子学会北海道支部研究発表会, 日本, 札幌市 
(2016.01.21) 

738. 大園拓哉*、鈴木航祐: 【依頼講演】シワ構造のトライボロジー, 生物規範工学全体会議, 日本, 那
覇市 (2016.03.03) 

739. 小林元康: 生物に着想を得た表面改質と高分子設計, 第33回高分子学会千葉地域活動若手セミナ

ー, 日本, 野田 (2016.03.09) 
740. 大園拓哉*: 【依頼講演】可変なシワ上の摩擦挙動, トライボロジー先端講座, 日本, 東京 

(2016.03.10) 
741. 小林元康: 生物の多様な機能に学ぶ表面分子設計の試み, 高分子学会 23 区懇話会, 日本, 東京 

(2016.03.11) 
742. 鈴木航祐 、平井悠司 、下村政嗣 、 大園拓哉*: 形状可変リンクル上における摩擦, 日本化学会, 

日本, 京田辺 (2016.03.25) 
743. 室崎喬之、阿部賢太郎、神野達哉、野方靖行、下村政嗣: 自己組織化表面微細構造のフジツボ付

着期幼生に対する抗付着効果, 日本化学会 第 96 春季年会アドバンスト・テクノロジー・プログ

ラム（ATP）, 日本, 京都 (2016.03.26) 
744. 黒川孝幸: 水棲生物に学ぶ粘着表面設計, 日本化学会 第 96 春季年会（2016）, 日本, 京都府京

田辺市 (2016.03.26) 
745. Hiroshi Fudouji, Tsutomu Sawada: Colloidal Photonic Crystals and Their Responsive 

Functional Applications, EUROMAT2015, Poland, Warsaw (2015.09.12) 
746. Chinatsu Nakane, Yasuharu Takaku, Masatsugu Shimomura, Takahiko Hariyama*: The 

NanoSuit® Method to Observe the Living Mammalian Tissue and Cell, Engineering 
Neo-biomimetics VI and Satellite Workshop at Lake Biwa, Japan, Kyoto (2015.10.22) 

747. Ken-ichi Kimura: Formation of Corneal Nipples in Insects, Engineering Neo-biomimetics VI 
and Satellite Workshop at Lake Biwa, Japan, Kyoto, Japan, Kyoto (2015.10.22) 

748. Takahiko Hariyama: 【Plenary】Biomimetic Thin Membrane, the NanoSuit®, Enhancing 
Surface Shield Effect for Living Organism in High Vacuo, Engineering Neo-biomimetics VI 
and Satellite Workshop at Lake Biwa, Japan, Kyoto (2015.10.22) 

749. Kohsaka,R., Fujihira,Y.,Furukawa,R., Yamauchi,T., Kobayashi,H., Ishii,D., Uchiyama,Y., 
Ebinger,F.: International Comparative Analysis based on Patent and R&D Trends for Social 
Implementation of Biomimetics Technology, 4th Nagoya Biomimetics International 
Symposium, Japan, Nagoya (2015.10.30) 

750. Yasuharu Takaku, Masatsugu Shimomura, Takahiko Hariyama*: 【Invited】“NanoSuit®” 
Preserves Hydrous Organic Samples in High Vacuum, 9th International Symposium on 
Nature-Inspired Technology, Korea, Daejeon (2016.01.15) 

751. 不動寺浩: コロイド粒子が自己集積によって形成する 3 次元配列構造とそのフォトニック応用, 
第 151 回東海高分子研究会講演会, 日本, 名古屋市 (2015.04.25) 
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752. 久保英夫: バイオミメティクスと数理科学, 非線型科学コロキウム, 日本, 東京都 (2015.06.17) 
753. 不動寺浩: 構造物の歪みを色変化として視認できる新技術の開発 −高品質コロイド結晶薄膜の構

造色とセンシング応用, 第 17 回 NBCI-NIMS 合同連携セミナー, 日本, つくば市 (2015.06.26) 
754. 石井大佑: 【依頼講演】フナムシから着想を得た流路の設計と応用, バイオミメティクス市民セ

ミナー, 日本, 札幌 (2015.07.05) 
755. 針山孝彦: 【招待講演】ナノスーツが拓く構造観察の世界, 第 60 回高分子夏季大会, 日本, 新潟

市 (2015.07.09) 
756. 吉岡伸也: モスアイ構造の物理的解析：乱れの影響とロバストネス, 分子ナノテクノロジー174

委員会セミナー, 日本, 品川 (2015.09.08) 
757. 石井大佑: 【依頼講演】フナムシに学ぶ液体輸送デバイス, 分子ナノテクノロジー第 174 委員会

セミナー, 日本, 東京 (2015.09.08) 
758. 針山孝彦: 【招待講演】高真空内で生きたまま濡れたままの生物を電子顕微鏡観察する

NanoSuit®法, 真空シンポジウム VACUUM2015 真空展, 日本, 横浜市 (2015.09.10) 
759. 不動寺浩、澤田勉、ルーシェン・ブラッシュ: シリコーンオイル液膜下によるコロイド結晶形成

過程の観察, 第 66 回コロイドおよび界面化学討論会, 日本, 鹿児島市 (2015.09.12) 
760. 吉岡伸也: 生物の構造色とその光学効果, 生物物理学会第 53 回年会, 日本, 金沢 (2015.09.13) 
761. Satoshi Hirakawa*, Yasuharu Takaku, Daisuke Ishii, Takahiko Hariyama: EGFRi-Induced 

Skin Adverse Events Assessed by the NanoSuit®, The 74th Annual Meeting of the Japanese 
Cancer Association, 日本, 名古屋 (2015.10.10) 

762. 中根千夏、高久康春、下村政嗣、針山孝彦*: NanoSuit®法によるリアルな生物表面観察, 第 3 回 
島津新素材セミナー, 日本, 京都市 (2015.10.23) 

763. 石井大佑: 【招待講演】フナムシの微小流路構造を模倣した液体輸送デバイスの設計, 材料表面

改質トライアルコア講演会, 日本, 一宮 (2015.11.11) 
764. 野田雄太、早川知克、不動寺浩、T.Asaka: Synthesis and Immobilization of Au@Ag Nanoprisms 

for SERS Applications, 第 56 回ガラス及びフォトニクス材料討論会, 日本, 名古屋市 
(2015.11.12) 

765. 不動寺浩: タマムシの構造色を模倣した塗工法, 第 4 回 島津新素材セミナー 2015 〜生物の多

様性に学ぶ新素材の創出～, 日本, 東京 (2015.11.20) 
766. 木村賢一: 昆虫レンズ表面のニップル形成, 島津新素材セミナー2015, 日本, 京都 (2015.11.23) 
767. Ryunosuke Minami, Yumi Yamahama, Takahiko Hariyama, Ken-ichi Kimura*: Involvement 

of cytoskeletal actin in the corneal nipple formation of Drosophila melanogaster, 第 38 会日本

分子生物学会年会, JAPAN, Kobe (2015.12.02) 
768. 吉岡伸也: 構造色の基礎とモルフォチョウ, 第 16 回構造色シンポジウム, 日本, 野田市 

(2015.12.05) 
769. 不動寺浩: オパール結晶薄膜を利用した構造材料の低コストモニタリング, 第16回構造色シンポ

ジウム, 日本, 野田市 (2015.12.05) 
770. 不動寺浩: 【Invited】フォトニックラバー：変形で色が変わるソフトフォトニック結晶, 第 25

回日本 MRS 年次大会, 日本, 横浜市 (2015.12.10) 
771. 針山孝彦: 最先端計測技術が拓くバイオミメティクス(2) “ナノ・スーツ法®”による生物微細構

造のライブイメージング, 15-3 バイオミメティクス研究会, 日本, 東京 (2016.01.29) 
772. 不動寺浩: 構造色が変化するコロイドフォトニック結晶材料, 第 6 回マイクロ・ナノ加工研究会, 

日本, 東京 (2016.03.18) 
773. 不動寺浩: 【依頼講演】構造色が変化するコロイドフォトニック結晶材料, 第 6 回マイクロ・ナ

ノ加工研究会, 日本, 東京都 (2016.03.18) 
774. Mari NAKAMOTO, Chihiro Urata, Atsushi Hozumi, Tadatomo Suga, *Naoe Hosoda: The 

influence of surface wettability on the ladybird beetles attachment to solid surfaces, 
International Conference on Electronics Packaging ICEP 1015, Japan, Kyoto (2015.04.15) 

775. Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Matt W. England, Atsushi Hozumi: Anti-Icing Properties 
of Flat PDMS Surfaces with Secretion Function, Euro Intelligent Materials, Kiel, Germany 
(2015.06.12) 

776. Atsushi Hozumi: 【Invited talk】Environment-Friendly Omniphobic Coatings, World 
Innovation Conference & Expo, USA, Washington, DC (2015.06.17) 

777. Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Matt W. England, Atsushi Hozumi: Self-Lubricating 
Organogels (SLUGs) Inspired by Biological Secretion Coats Give Unusual Dynamic Surface 
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Properties, 2015 International Conference on Nanospace Materials, Taiwan, Taipei 
(2015.06.25) 

778. *N.Hosoda: Biomimetic reversible bonding, colloquium of biology, University of Freiburg, 
Germany, Freiburg (2015.07.06) 

779. *N.Hosoda: Leaf Abscission Inspired Interconnetion, colloquium of biology, University of 
Freiburg, Germany, Freiburg (2015.07.08) 

780. Gary J. Dunderdale, Matt W. England, Chihiro Urata, Atsushi Hozumi: Stimulus-Responsive 
Superoleophobic Polymer Brushes Showing Excellent Oil Drop Motion and Low Adhesion 
Properties Underwater, 250th American Chemical Society National Meeting & Exposition, 
USA, Boston (2015.08.20) 

781. *N.Hosoda: Biomimetic Bonding Technology, 2015 NIMS-NTU Smart Center Joint Workshop, 
台湾, 台中 (2015.09.11) 

782. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Matt W. England, Gary J. Dunderdale: High–Surface 
Fluorine Concentrations Are Not Necessary to Achieve Excellent Dynamic Oleophobicity, The 
16th European Conference on Applications of Surface and Interface Analysis (ECASIA'15), 
Granada, Spain (2015.09.30) 

783. *N.Hosoda: Biomimetic Bonding Technology, Engineering Neo-Biomimetics Ⅵ and Satellite 
Workshop at Lake Biwa, Japan, Kyoto (2015.10.22) 

784. H. Maeda*: Surface design for improving the heat transfer, Engineering Neo-Biomimetics VI, 
Japan, Kyoto (2015.10.22) 

785. R. Yamagishi, H. Maeda*, D. Ishii, T. Kasuga, Y. Matsuo: Wettability on the snail’s shells 
with various surface layers, 4th Nagoya Biomimetics International Symposium (NaBIS), 
Japan, Nagoya (2015.10.30) 

786. *N.Hosoda: Biomimetic Reversible Interconnection, IEEE CPMT Symposium Japan 2015, 
Japan, Kyoto (2015.11.11) 

787. Atsushi Hozumi, Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Matt W. England: 
Perfluorinated-Compounds Are Not Required to Improve Dynamic Surface Dewettability, 
The Western Pacific Colloids Meeting 2015 (WPC 2015), Siem Reap, Cambodia (2015.11.17) 

788. Atsushi Hozumi: 【Invited talk】Liquid Films Showing Anti-X Surface Properties, The 9th 
International Symposium on Nature-Inspired Technology (ISNIT 2016), Korea, Daejeon 
(2016.01.14) 

789. Matt W. England, Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Atsushi Hozumi: 【Invited talk】
Clay-Containing Transparent Nanocomposite Thin Films with Long-Lasting Anti-fogging 
and Self-Healing Properties, 16th BMMP, Japan, Nagoya (2016.01.24) 

790. Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Matt W. England, Atsushi Hozumi: Self-Lubricating 
Organogels : SLUGs Showing Unusual Dynamic Dewetting Behavior, The Adhesion Society 
39th Annual Meeting, USA, San Antonio (2016.02.22) 

791. 穂積篤、浦田千尋: 【招待講演】バイオミメティクス機能表面/材料の創製, 第 64 回高分子学会

年次大会, 日本, 札幌 (2015.05.28) 
792. *細田奈麻絵: 生物から学ぶ可逆的接合技術, 関西ワークショップ 2015 Workshop in Resort 、エ

レクトロニクス実装学会, 日本, 滋賀 (2015.06.19) 
793. 浦田千尋、穂積篤: 【招待講演】高撥液・難付着性コーティングの 最新研究開発動向, 京都染色

研究会第 759 回研究例, 日本, 京都府京都市 (2015.07.16) 
794. *細田奈麻絵: 生物規範階層ダイナミクス～異分野連携による新たな学術領域の研究開発展開～, 

新学術領域（生物規範工学）全体会議, 日本, 北海道 (2015.07.17) 
795. 浦田千尋、Matt W. England、Gary J. Dunderdale、穂積篤、河端雄毅: 分泌機能を有するオル

ガノゲルの付着抑制効果, 第 64 回高分子討論会, 日本, 宮城県仙台市 (2015.09.16) 
796. 前田浩孝*: 【招待講演】シルバーアントに見る放熱機構（物理的、化学的放熱について）, 平成

27 年度 生物に学ぶモノづくりイノベーション研究会, 日本, 京都 (2015.10.09) 
797. 穂積篤、浦田千尋: 「メロンの模様形成」生物の修復メカニズムに学ぶ高性能皮膜の開発, 「自

然に学ぶものづくりフォーラム」, 日本, 東京都千代田区 (2015.10.14) 
798. *細田奈麻絵: くっつく生き物に学ぶ, 第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015、公益社団法人 日本化学

会, 日本, 東京 (2015.10.14) 
799. 穂積篤: 【招待講演】「濡れを極める～生物から着想を得た人工表面の開発～」, 第 27 回サイエ

ンスカフェ in SAGA, 日本, 佐賀県佐賀市(2015.10.17) 



63 
 

800. 前田浩孝*: 熱伝達を促進させる表面設計, 第 3 回島津新素材セミナー 2015, 日本, 京都 
(2015.10.23) 

801. Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Matt W. England, Atsushi Hozumi: Anti-Stick Coatings 
Using Liquid-impregnated Transparent Organogels, 4th NaBIS, 日本, 名古屋 (2015.10.30) 

802. 山岸亮太、前田浩孝*、春日敏宏、松尾保孝: 酸化物コーティングしたカタツムリ殻上での濡れ性, 
無機マテリアル学会第 131 回学術講演会, 日本, 名古屋 (2015.11.05) 

803. *細田奈麻絵: ISO/TC266 WG2 国際委員会 京都会議の報告, 高分子学会バイオミメティクス研

究会、ISO/TC266 バイオミメティクス, 日本, 茨城 (2015.11.17) 
804. 浦田千尋、Matt W. England、Gary J. Dunderdale、穂積篤: オルガノゲルを用いた自己修復性

超撥水表面, 日本ゾル－ゲル学会第 13 回討論会, 日本, 札幌 (2015.11.19) 
805. *細田奈麻絵: 昆虫ミメティクスによる水中接着の開発, 第 4 回島津新素材セミナー2015【東京】, 

日本, 東京 (2015.11.20) 
806. 穂積篤: 【招待講演】生物の粘液分泌能を模倣した機能材料「SLUG」, 第４回島津新素材セミ

ナー, 日本, 東京都千代田区 (2015.11.20) 
807. 穂積篤、浦田千尋、Gary J. Dunderdale: 魚の鱗に倣った超撥油性表面の創製～水／油連続分離

システムの開発～, 第４回ネーチャー・インダストリー・アワード, 日本, 大阪府大阪市 
(2015.12.04) 

808. 穂積篤: 【招待講演】材料表面の機能低下を克服する新しい表面処理技術～濡れ性の自己修復を

目指して～, 第 7 回環境ハーモニックシンポジウム, 日本, 東京都港区 (2015.12.17) 
809. *細田奈麻絵: 生物から学ぶ可逆的接合技術, 一般社団法人エレクトロニクス実装学会 機能性ハ

イブリッド材料研究会, 日本, 東京 (2016.02.04) 
810. 穂積篤: 【招待講演】生物の持つすごい機能に学んだ「はっ水／はつ油材料」, 第６回「サイエ

ンスカフェ in 鳥栖」, 日本, 佐賀県鳥栖市 (2016.02.12) 
811. Takanashi T., Fukaya M., Nishino H.: Substrate vibrations mediate behavioral responses via 

leg chordotonal organ in the Japanese pine sawyerbeetle, 15th International Meeting on 
Invertebrate Sound & Vibration, Canada, Ottawa (2015.07.15) 

812. Mukai H., Nishino H., Takanashi T.: Vibratory signals detected by leg chordotonal organs 
enhance mating success in a jewel bug, 15th International Meeting on Invertebrate Sound & 
Vibration, Canada, Ottawa (2015.07.15) 

813. Masao Ikeda-Saito: 【Keynote Lecture】Heme degradation without CO formation, The 17th 
International Conference on Biological Chemistry, China, Beijing(2015.07.23) 

814. Ozaki mamiko, Maeda toru, Tamotsu miwako, Tamotsu satoshi: Dietary preference by food 
flavor: Cross-modal pathway of the gustatory and olfactory inputs, ICCPB2015, Poland, 
Krakow (2015.8.1) 

815. Ozaki mamiko, Hojo masaru, Mizutani hitomi, Takeichi yusuke, Miyamae akino: 
Self-grooming of antennae manipulates nestmate and non-nestmate discrimination in 
Camponotus japonicas, European society of taste and olfaction, Italy, Cagliari (2015.9.1) 

816. Ozaki mamiko, Maeda toru, Tamotsu miwako, Tamotsu satoshi: Dietary preference by food 
flavor: In case of a flower-visiting fly, ISMNPTOP2015, 日本, 福岡 (2015.9.1) 

817. Takeichi yusuke Hojo masaru Yasuyama kouji Miyazaki naoyuki Murata kazuyoshi 
Ozaki mamiko: Ultrastructure of the sensilla basiconica and the putative mechanism for 
nestmate-nonnestmate discrimination in the Japanese carpenter ant, Camponotus japonicus., 
ESITO2015, Italy, Cagrialy (2015.9.1) 

818. Yusuke Takeichi，Masaru K. Hojo，Kouji Yasuyama，Kazuyoshi Murata，Naoyuki Miyazaki, 
Mamiko Ozaki: Ultrastructure of the senseilla basiconica and the putative mechanism for 
nestmate-nonnestmate discrimination in the Japanese carpenter ant, Camponotus japonicas, 
14th European Symposium for Insect Taste and Olfaction，Villasimius, Italy，2015.9, Italy, 
Villasimius (2015.9.20) 

819. Yasuharu Takaku*, Chiaki Suzuki, Takahiko Hariyama: The NanoSuit Method to Observe 
the Living Mammalian Tissue and Cell, 日本化学会第 96 春季年会, 日本, 京田辺市 
(2016.03.24) 

820. 尾崎まみこ, 前田徹, 保智己: 食道下神経節における感覚情報統合：クロキンバエをモデルに嗅

覚・味覚情報の収斂点を探る, 第 86 回動物学会大会, 日本, 新潟 (2015.9.2) 
821. 保美和子, 前田徹, 保智己, 尾崎まみこ: 花の香りが食欲を左右する：クロキンバエをモデルに食

嗜好変動の仕組みを探る, 第 86 回動物学会大会, 日本, 新潟 (2015.9.2) 
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822. 尾崎まみこ: 昆虫のライフスタイルに学ぶ好き嫌いの化学感覚生物学, 第 86 回動物学会大会, 日
本, 新潟 (2015.9.2) 

823. 渡邉英博、西野浩史、高梨琢磨、横張文男: マツノマダラカミキリ弦音器官がもつセロトニン免

疫陽性の細胞内微細構造, 日本動物学会第 86 回大会, 日本, 新潟市 (2015.09.18) 
824. 中村整: 昆虫における苦味と甘味の対立的受容, 日本動物学会, 日本, 新潟 (2015.09.18) 
825. 前田徹, 尾崎まみこ: クロキンバエの２種類の嗅覚器由来の情報経路の可視化, 第 49 回日本味と

匂学会, 日本, 岐阜 (2015.9.24) 
826. 温都日格、李興、北條賢、尾崎まみこ、岩佐達郎: クロオオアリの 2 種の「化学感覚タンパク質」

の構造と化学分子結合特性の比較, 第 49 回日本味と匂学会大会, 日本, 岐阜 (2015.9.24) 
827. 中村整: 昆虫の味覚および関連する神経機構, 京都大学理学部生物物理教室, 日本, 京都 

(2015.11.08) 
828. Mamiko Ozaki, Ryo Ikeda, Tomoya Sakita, Ryosuke Matsubara: Chemical communication 

tool of Japanese carpenter ant is a severe repellent for Argentine ants, 第 37 回日本比較生理

生化学会, 日本, 広島 (2015.12.11) 
829. Nishino H.: Traditional insect hearing organ revisited: key anatomical feature for frequency 

discrimination, CompBiol2015 広島大会, 日本, 広島市 (2015.12.12) 
830. 中村整: 視覚から始めた嗅覚・味覚研究, 慶應義塾大学医学部生物学教室, 日本, 横浜 

(2016.01.22) 
831. 尾崎まみこ, 池田凌, 先田智也, 北條賢: クロオオアリ化学交信のための化学成分がアルゼンチ

ンアリに忌避効果を持つ, 第 60 回日本応用動物昆虫学会, 日本, 大阪 (2015.3.1) 
832. 中川沙耶、矢崎恵一、海道真典、奥野哲郎、三瀬和之*: Brome mosaic virus (BMV)は 3a 移行タ

ンパク質(MP)の発現制御によって Dicer-like (DCL)遺伝子欠損シロイヌナズナに全身感染する, 
平成 28 年度日本植物病理学会大会, 日本, 岡山市 (2016.03.22) 

833. 河野早帆、三瀬和之、奥野哲郎、海道真典*: Red clover necrotic mosaic virus の移行タンパク質

の機能ドメイン解析, 平成 28 年度日本植物病理学会大会, 日本, 岡山市 (2016.03.22) 
834. 北坂公紀、三瀬和之、奥野哲郎、海道真典*: Red clover necrotic mosaic virus (RCNMV)の各ゲ

ノム RNA は単独で細胞間移行できる, 平成 28 年度日本植物病理学会大会, 日本, 岡山市 
(2016.03.22) 

835. Satoru Kidoaki: Traction force microscopy of mesenchymal stem cells in mode of frustrated 
differentiation, International Symposuim on Nanoarchitectonics for Mechanobiology (ISNM), 
2015, 日本, つくば市 (2015.07.29) 

836. Satoru Kidoaki, Ayaka Ueki: Manipulation of cell mechanotaxis by designing curvature of the 
elasticity boundary on hydrogel matrix, 27th European Conference on Biomaterials ESB2015, 
ポーランド, クラクフ (2015.08.30) 

837. Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Flexible and controllable deformation of the thorax during 
flight of the hawkmoth, 8th Asian-Pacific Conference on Biomechanics, Japan, Sapporo 
(2015.9.16) 

838. Satoru Kidoaki: Traction force microscopy of mesenchymal stem cells in mode of frustrated 
differentiation, The 8th Asian-Pacific Conference on Biomechanics 2015, 日本, 札幌市 
(2015.09.17) 

839. Satoru Kidoaki: Traction force microscopy of mesenchymal stem cells in mode of frustrated 
differentiation, iCeMS International Symposium, Hierarchical Dynamics in Soft Materials 
and Biological Matter, 日本, 京都市 (2015.09.25) 

840. Satoru Kidoaki: Mechanobio-materials manipulating motility and functions of stem cells, 
26th 2015 International Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, 日本, 
名古屋市 (2015.11.23) 

841. Hiroto Tanaka: Biomimetics of flying birds and insects, 2016 Tokyo Tech International 
Symposium on Biomimetic Robotics, Japan, Tokyo (2016.03.08) 

842. 小久保康太, 田中博人, 藤井武夫, 劉浩: ザトウクジラの胸鰭を規範とした風車翼の数値計算, 日
本機械学会 2015 年度年次大会, 日本, 札幌 (2015.9.13) 

843. 嶋末陽介, 田中博人, 劉浩: 自己組織化微細シワの生物規範型羽ばたき翼膜への応用, 日本機械

学会 2015 年度年次大会, 日本, 札幌 (2015.9.13) 
844. 水本健太、木戸秋悟: ハイドロゲルの表面力学場及び表面生化学の両条件に対する分散培養 iPS

細胞の増殖応答性, 第 53 回日本生物物理学会, 日本, 金沢市 (2015.09.13) 
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845. 仲村悠、木戸秋悟: 弾性率可変マイクロファイバーゲルマトリックスにおけるがん細胞の三次元

運動表現型評価, 第 53 回日本生物物理学会, 日本, 金沢大学 (2015.09.13) 
846. 小林剛、曽我部正博: 動物細胞における微小重力環境センシング機構, 日本宇宙生物科学会第 29

回大会 シンポジウム 5 「重力感知のメカノバイオロジー」, 日本, 東京 (2015.09.26) 
847. 池田旭彰, 田中博人, 上田哲也, 藤井武夫, 劉浩: 鋸歯状前縁を持つフクロウ風切羽根まわりの剥

離流れの PIV 計測, 日本機械学会第 93 期流体工学部門講演会, 日本, 東京 (2015.11.7) 
848. 水本健太、木戸秋悟: ラミニン固定化弾性率可変ゼラチンゲルを用いた分散培養 iPS 細胞の増殖

挙動解析, 第 37 回バイオマテリアル学会, 日本, 京都市 (2015.11.09) 
849. 木戸秋悟: 細胞を操作するマイクロ・ナノメカニクスシステム, 化学とマイクロ・ナノシステム

学会 第 32 回研究会, 日本, 北九州市 (2015.11.26) 
850. 木戸秋悟: 幹細胞を操作するメカノバイオマテリアルの設計, 日本化学会平成27年度先端技術講

演会, 日本, 東京都 (2015.12.02) 
851. 小林剛、橋爪藤子、東端晃、矢野幸子、二川健、曽我部正博: 細胞の微小重力感知におけるスト

レス線維の張力の関与, BMB2015, 日本, 神戸 (2015.12.03) 
852. Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Three-dimensional morphometry and simulation of thorax 

deformation during wing flapping in insects, The 37th Annual Meeting of the Japan Society 
for Comparative Physiology and Biochemistry, 日本, 広島市 (2015.12.12) 

853. Kenji Yoneyama, Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Construction of a 360 degrees virtual 
reality projection, free walk measurement system for revealing decision making strategy of 
insects, The 37th Annual Meeting of the Japan Society for Comparative Physiology and 
Biochemistry, 日本, 広島市 (2015.12.12) 

854. 菅堅将, 田中博人, 劉浩: 小型羽ばたき翼のアスペクト比と受動的フェザリング運動の推力に対

する効果, 第 28 回バイオエンジニアリング講演会, 日本, 東京 (2016.1.9) 
855. 村山裕哉, 安藤規泰, 神崎亮平: スズメガの飛行制御に関わる感覚フィードバックの同定, 第 68

回日本動物学会関東支部大会, 日本, 横浜市 (2016.3.12) 
856. Hidetoshi Kobayashi, Keitaro Horikawa, and Takeshi Yamauchi: Mechanical Consideration 

for Leaf of Santa Cruz water lily, 6th International Conference on Adaptive Structures and 
Technologies (ICAST2015), 日本, 神戸 (2015.10.14) 

857. Hidetoshi Kobayashi, Takeshi Yamauchi, Keitaro Horikawa and Hirokatsu Aramaki: A Study 
of Lily Flower Bud from Mechanical Point of View, Engineering Neo-Biomimetics Ⅵ, 日本, 
京都 (2015.10.22) 

858. Hidetoshi Kobayashi, Keitaro Horikawa, Nakamichi Tominaga and Takeshi Yamauchi: 
Geometry in Closing Motion of Leaflet of Sensitive Plant (Mimosa Pudica), 8th Plant 
Biomechanics International Conference, 日本, 名古屋市 (2015.12.02) 

859. Hidetoshi Kobayashi and Takeshi Yamauchi: Mechanical functions of sepals and petals 
observed in lily flower bud, JSME/KSME Joint Session: Biomimetics in Conf. of 
Bioengineering, 日本, 東京 (2016.01.10) 

860. 香坂玲, 内山愉太, 藤平祥孝: 【依頼講演】バイオミメティクスの社会実装に関する国際比較分析

-特許と論文発表件数の関係性およびその背景要因に着目して-, 日本化学会, 日本, 京都 
(2016.03.26) 

861. 古川柳蔵: 90 歳ヒアリング手法の多面的効果, 日本環境教育学会, 日本, 名古屋 (2015.08.23) 
862. 岸上裕子、古川柳蔵、溝口理一郎、石田秀輝: オントロジー工学に基づく心豊かなライフスタイ

ルの明示化への考察, 環境科学会, 日本, 大阪 (2015.09.08) 
863. 斎藤悠太、古川柳蔵: 制約下における心豊かな暮らし方のシステム分析－身体制約を事例に－, 

研究・技術計画学会, 日本, 東京 (2015.10.10) 
864. 松田雪妙、古川柳蔵: 心豊かな暮らし方の伝承を促進する要因に関する研究, 研究・技術計画学

会, 日本, 東京 (2015.10.11) 
865. 岸上祐子、古川柳蔵、溝口理一郎、須藤祐子: オントロジー工学に基づく、ライフスタイルのコ

ンセプトの統合化への考察, 研究・技術計画学会, 日本, 東京 (2015.10.11) 
866. Takuya Yamamoto*: 【Invited】Topological Transformation and Self-Assembly of Cyclic 

Polymers, JAPAN-KOREA JOINT SYMPOSIUM, Japan, Kitakyushu (2015.10.29) 
867. Ryuma Marume, Fujio Tsumori*, Akinori Saijo, Kentaro Kudo, Toshiko Osada, Hideshi 

Miura: Metachronal Wave of Artificial Cilia Array Actuated by Applied Magnetic Field, 28th 
International Microprocesses and Nanotechnology Conference, Japan, Toyama (2015.11.12) 
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868. Hidenori Kawanishi, Fujio Tsumori*, Kentaro Kudo, Toshiko Osada, Hideshi Miura: 
Development of 3D Printing System for Magnetic Elastomer with Control of Magnetic 
Anisotropy in the Structure, 28th International Microprocesses and Nanotechnology 
Conference, Japan, Toyama (2015.11.12) 

869. Gen Morimoto*, Naoko Sanada, Yasuyuki Sanada: Relationship Between The Inner 
Structure of Feathers and Color Change: Structural Coloration in The Peach-Faced Lovebird, 
4th Nagoya Biomimetics International Symposium, Japan, Nagoya (2015.10.30) 

870. Tomoya HIROSE and Masaaki TAMAGAWA: Computational Model of a Neutrophil’s 
Propulsion by Concentration Gradient of Cytokine, 2nd International Conference on 
Computational Method in Engineering and Health Science (ICCMEH2015), Malaysia, KL 
(2015.12.19) 

871. MIki Y. Matsuo, Remi Tsubaki: Multiphysics simulation of synchronization among rotational 
motions of elastic plates, COMSOL CONFERENCE 2015, 日本, 東京都千代田区 (2015.12.04) 

872. Remi Tsubaki: Water transportation system of sponges, Engineering Neo-Biomimetics VI, 日
本, 京都市 (2015.10.22) 

873. Remi Tsubaki: Water transportation system inspired by sponges, 9th International 
Symposium on Nature Inspired Technology, 韓国, テジョン (2016.01.15) 

874. Yuta Niwa, Yoshiaki Maeda, Tomoko Yoshino, David Kisailus, Tsuyoshi Tanaka: Deposition of 
titanium oxide on diatom frustules for creation of biocatalytic materials, Molecular Life of 
Diatoms 2015, USA, Seattle, Washington (2015.7.7) 

875. 山本拓矢*: 【招待講演】環状高分子の自己組織化による分子集合体の形成と機能発現, 関東高分

子若手研究会 サマーキャンプ 2015, 日本, 館山 (2015.08.04) 
876. 森本元*,眞田直子,眞田靖幸: インコ類の羽毛に見られる赤色異常と構 造色の発色メカニズムの

検討, 日本鳥学会 2015 年度大会, 日本, 神戸市 (2015.09.19) 
877. 森本元*: 鳥類の成熟に伴う羽色変化とルリビタキの構造色, 虎ノ門研究会, 日本, 東京 

(2016.02.06) 
878. 森本元*,眞田直子,眞田靖幸: インコ類における構造色発色に伴う羽毛内構造の変化, 構造色シン

ポジウム, 日本, 野田市 (2015.12.05) 
879. 廣瀬智也, 玉川雅章: 液中好中球のサイトカイン濃度勾配による推進機構, 日本機械学会第 93 期

流体工学部門講演会, 日本, 東京 (2015.11.07) 
880. 廣瀬智也，玉川雅章: 好中球周りのサイトカイン濃度輸送の数値解析と各種物理因子の影響, 第

28 回バイオメディカル・ファジィ・システム学会年次大会, 日本, 熊本 (2015.11.21) 
881. 玉川雅章，廣瀬智也: 各種環境下における衝撃波刺激による好中球走化性への影響, 第 28 回バイ

オメディカル・ファジィ・システム学会年次大会, 日本, 熊本 (2015.11.22) 
882. 椿玲未: 海綿動物に学ぶ水輸送システム, 第４回ネイチャーインダストリーアワード, 日本, 大

阪市 (2015.12.04) 
883. 枝廣雅美、椿玲未: X 線マイクロ CT による生物微細構造の三次元イメージング, 国際ナノテクノ

ロジー総合展・技術会議, 日本, 東京都江東区 (2016.01.29) 
884. 椿玲未: "スポンジボブ"だけじゃない、カイメンのバイオミメティクス, 15-1 バイオミメティクス

研究会, 日本, 東京都江東区 (2015.07.07) 
885. 椿玲未: 海綿動物に学ぶ水輸送システム, 第３回島津新素材セミナー新素材のヒントはここに！

「バイオミメティクス」〜生物多様性に学ぶ新素材の創出〜, 日本, 京都市 (2015.10.23) 
886. 保坂美沙子、椿玲未、出口茂: 成長に伴うヨワカイメンのろ過機能の変化, 第 63 回日本生態学会

大会, 日本, 仙台市 (2016.03.24) 
887. 丹羽祐太, 前田義昌, David Kisailus, 吉野知子, 田中剛: 表面機能化珪藻の珪殻における酸化チ

タンの合成, 第 9 回バイオ関連化学シンポジウム, 日本, 熊本 (2015.9.10) 
888. 丹羽祐太・前田義昌・David Kisailus・吉野知子・田中剛: 機能性ペプチドをディスプレイした

珪藻珪殻上における無機ナノ結晶の合成, 日本化学界, 日本, 京都 (2016.03.24) 
889. 高久康春: 【依頼講演】NanoSuit®法によるリアルな生物表面観察のバイオミメティクスへの展

開, 日本化学会第 96 春季年会, 日本, 京田辺市 (2016.03.26) 
890. 椿玲未: もちつもたれつカイメン暮らし：カイメンに共生する二枚貝の生活史, 第 63 回日本生態

学会大会, 日本, 仙台市 (2016.03.21) 
891. *Keiichi Matsuura, Gento Shinohara, Eri Katayama, Miki Haseyama: Fish Collection of the 

National Museum of Nature and Science, Making Contribution to Biomimetic Databases, 
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Asian Society of Ichthyologists, Taiwan, Taipei (2016.05.19) 
892. Miki Haseyama*: 【keynote】Realization of Associative Image Search -Development of Image 

Retrieval Platform for Enhancing Serendipity-, 2016 IEEE 46th International Symposium on 
Multiple-Valued Logic, 日本, 札幌市 (2016.05.18) 

893. Shuhei Nomura*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama, Koji Kozaki: Building of a Database 
Promoting Conceptions on Biomimetics Based on SEM Images of Insects, 5th Nagoya 
Biomimetics International Symposium (NaBIS), Japan, Nagoya (2016.10.21) 

894. Yuji Hirai, Takuya Ohzono, Yasutaka Matsuo, Masatsugu Shimomura: Fabrications of the 
durable wrinkle structures by embedding self-organized network structures, 16th 
International Conference on Organized Molecular Films (ICOMF16) - LB16, Finland, 
Helsinki (2016.07.28) 

895. Yuji Hirai: AFM friction measurements of the insect scale surface, 5th Nagoya Biomimetics 
International Symposium (NaBIS), 日本, 名古屋市 (2016.10.21) 

896. Yuji Hirai, Riku Tamura, Masatsugu Shimomura, Yasutaka Matsuo, Takahiro Okamatsu, 
Toshihiko Arita: Fabrication of Superhydrophobic Nano-textured Rubber Sheets, IRC2016, 
日本, 北九州市 (2016.10.26) 

897. Yuji Hirai: Surface observations of living organisms and preparations of biomimetic surfaces, 
International workshop on hydrodynamic biomimetics_Overview of the Tokyo Tech 
International Workshop 2017, 日本, 東京都 (2017.03.14) 

898. 野村周平: 構造色昆虫の注目点と問題点, 第 17 回構造色研究会シンポジウム, 日本, 千葉県野田

市 (2016.12.17) 
899. 平井悠司、田村陸、下村政嗣、松尾保孝、岡松隆裕、有田稔彦: 表面の微細成形による超撥水性

ゴム, 一般社団法人日本ゴム協会 年次大会研究発表会, 日本, 埼玉県 (2016.05.19) 
900. 平井悠司: 自己組織化微細構造とバイオミメティクス, 2016 年度日本海水学会第 67 回会研究技

術発表会_シンポジウム「北海道における海洋資源の利活用とその周辺領域研究」, 日本, 登別 
(2016.06.10) 

901. 平井悠司: バイオミメティクス~生物表面の観察から材料作製, 新しい原子分子組織化物質・材料

創出に向けた光・量子ビーム応用技術調査専門委員会, 日本, 札幌市 (2016.06.25) 
902. 平井悠司: ナノスーツ法による含水サンプルの電子顕微鏡観察の可能性, 2016 年度北海道高分子

若手研究会, 日本, 札幌市 (2016.09.03) 
903. 平井悠司: 自己組織化を利用した最先端バイオミメティック材料の開発, 2016 年 日本機械学会

年次大会_部門企画「先端技術フォーラム：M&P 最前線」, 日本, 博多市 (2016.09.13) 
904. 平井悠司: 含水生物の電顕観察~ナノスーツ法の可能性, 2016 真空・表面科学合同講演会「粘弾性

と摩擦」シンポジウム, 日本, 名古屋市 (2016.11.30) 
905. 平井悠司: 水分を含む軟材料から昆虫や農作物まで手軽にありのままの姿を高解像度で電子顕微

鏡観察できる NanoSuit 法, HiNT セミナー (2016 年度第４回)兼第 19 回産総研北海道センター

講演会, 日本, 札幌市 (2017.01.17) 
906. 野村周平: 【招待講演】バイオミメティクス・データベース構築, 日本化学会第 97 回春季年会ア

ドバンスト・テクノロジー・プログラム（ATP）, 日本, 横浜市日吉区 (2017.03.17) 
907. Daichi Takehara*, Ryosuke Harakawa, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Hierarchical 

Content Group Detection from Different Social Media Platforms Using Web Link Structure, 
IEEE International Conference on Image Processing (ICIP 2016), USA, Phoenix, Arizona 
(2016.09.26) 

908. Susumu Genma*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Image Retrieval for Identification of 
Insects Based on Saliency Map and Distance Metric Learning, 2016 IEEE 5th Global 
Conference on Consumer Electronics (GCCE), 日本, 京都 (2016.10.11) 

909. Yuta Nakase*, Shuhei Nomura, Masami Edahiro, Toshitsugu Kushibiki: X-Ray Micro CT 
Observation for Internal Structure of Insects, 5th Nagoya Biomimetics International 
Symposium (NaBIS), Japan, Nagoya (2016.10.21) 

910. Riichiro Mizoguchi: 【Keynote】Experiences of Ontology Engineering with YAMATO, 
ONTOBRAS 2016, Brazil, Curitiba (2016.10.03) 

911. Riichiro Mizoguchi: 【Keynote】Ontology As a Sense-Making Technology, Conference of 
Web.Br, W3C Brazil, Brazil, Sao Paulo (2016.10.14) 

912. Raja M. Suleman*, Riichiro Mizoguchi, Mitsuru Ikeda: An Automated Conversational Agent 
to Facilitate Metacognitive Skills in Fully-Negotiated OLMs, International Conference on 
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Intelligent Tutoring Systems, Croatia, Zagreb (2016.06.08) 
913. Fernando R. H. Andrade*, Riichiro Mizoguchi, Seiji Isotani: The Bright and Dark Sides of 

Gamification, International Conference on Intelligent Tutoring Systems, Croatia, Zagreb 
(2016.06.08) 

914. Stefano Borgo*, Riichiro Mizoguchi, Yoshinobu Kitamura: Formalizing and Adapting a 
General Function Module for Foundational Ontologies, The 9th International Conference on 
Formal Ontology in Information Systems, France, Annecy (2016.07.08) 

915. Isabelle Savard*, Riichiro Mizoguchi: Ontology of Culture: A Procedural Approach for 
Cultural Adaptation in ITSs, The 24th International Conference on Computers in Education, 
India, Mumbai (2016.12.02) 

916. Toshinobu Kasai*, Kazuo Nagano, Riichiro Mizoguchi: Practical Use of Visualizing Lesson 
Structures in Teacher Training Education and Its Effectiveness, The 24th International 
Conference on Computers in Education, India, Mumbai (2016.12.01) 

917. Takahiro Kawamura*, Kouji Kozaki, Tatsuya Kushida, Katsutaro Watanabe, Katsuji 
Matsumura: Expanding Science and Technology Thesauri from Bibliographic Datasets using 
Word Embedding, The 28th IEEE International Conference on Tools with Artificial 
Intelligence (ICTAI2016), USA, San Jose, California (2016.11.08) 

918. Atsuko Yamaguchi*, Kouji Kozaki, Kai Lenz, Yasunori Yamamoto, Hiroshi Masuya, Norio 
Kobayashi: Semantic Data Acquisition by Traversing Class-Class Relationships over Linked 
Open Data, The 6th Joint International Semantic Technology (JIST2016), Singapore, 
Singapore (2016.11.04) 

919. Tatsuya Kushida*, Takeshi Masuda, Yuka Tateisi, Katsutaro Watanabe, Katsuji Matsumura, 
Takahiro Kawamura, Kouji Kozaki, Toshihisa Takagi: Refining JST thesaurus and 
discussing the effectiveness in life science research, International Workshop on Intelligent 
Exploration of Semantic Data (IESD2016), Japan, Kobe (2016.10.18) 

920. Takeshi Imai*, Kazuhiko Ohe, Emiko Shinohara, Masayuki Kajino, Ryota Sakurai, Kouji 
Kozaki, Riichiro Mizoguchi: An Ontological Framework for Representing Topological 
Information in Human Anatomy, The 7th International Conference on Biomedical Ontology 
(ICBO 2016), USA, Corvallis (2016.08.03) 

921. Chanchal Kumar Roy, Gento Shinohara, Daniel R. King, Tao Lin Sun, Jian Ping Gong, 
Takayuki Kurokawa: Adhesion gain by fibrous skeleton based on fish suction pad, The 1st 
International Symposium for Advanced Gel Materials & Soft Matters, China, Beijing 
(2016.10.14) 

922. Takayuki Kurokawa, Gento Shinohara, Chanchal Kumar Roy, Daniel R. King, Tao Lin Sun, 
Jian Ping Gong: Effect of Fibrous Skeleton at Clingfish Suction Pad, 5th Nagoya Biomimetics 
International Symposium (NaBIS), Japan, Nagoya (2016.10.21) 

923. 鳥村匠*、古崎晃司、來村徳信、溝口理一郎、駒谷和範: 生物規範工学オントロジーにおける記述

の詳細度とキーワード連想の関係の比較, 2016 年度人工知能学会全国大会, 日本, 北九州市 
(2016.06.07) 

924. 長谷山美紀*: 【招待講演】マルチメディア信号処理と次世代情報検索, 電子情報通信学会技術報

告, 日本, 札幌 (2016.07.29) 
925. 斉藤直輝*、小川貴弘、平井悠司、長谷山美紀: 生物の走査型電子顕微鏡像の撮像部位の分類にお

ける特徴選択方法に関する検討, 映像情報メディア学会技術報告, 日本, 福井県あわら市 
(2016.08.31) 

926. Kohei Tateno*, Takahiro Ogawa, Miki Haseyama: Multimodal Dimensionality Reduction via 
Adaptive Modality Selection for Web Image Visualization, 第 19 回画像の認識・理解シンポジ

ウム (MIRU 2016), 日本, 浜松 (2016.08.04) 
927. 弦間奨*、小川貴弘、長谷山美紀: 昆虫の同定を目的とした類似画像検索の高精度化に関する検討, 

平成 28 年度電気・情報関係学会北海道支部連合大会, 日本, 札幌 (2016.11.05) 
928. 平井悠司*、奥田直人、斉藤直輝、小川貴弘、町田龍一郎、野村周平、大原昌宏、長谷山美紀、

下村政嗣: 昆虫の体表面摩擦力測定, 第 67 回コロイドおよび界面化学討論会, 日本, 旭川 
(2016.09.23) 

929. 平井悠司*、奥田直人、斉藤直輝、小川貴弘、町田龍一郎、野村周平、大原昌宏、長谷山美紀、

下村政嗣: マダラシミ鱗粉の摩擦特性, 第 65 回高分子討論会, 日本, 横浜 (2016.09.15) 
930. 増田壮志*、古崎晃司、駒谷和範: 兄弟概念の分類観点に着目したオントロジー一貫性向上手法の

開発, 2016 年度人工知能学会全国大会, 日本, 北九州 (2016.06.06) 
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931. 山口敦子*、小林紀郎、戀津魁、山本泰智、古崎晃司: SPARQL 生成支援のための RDF グラフ構

造解析技術の開発, 2016 年度人工知能学会全国大会, 日本, 北九州 (2016.06.06) 
932. 鳥村匠*、古崎晃司、來村徳信、溝口理一郎、駒谷和範: 生物規範工学における発想支援のための

Keyword Explorer の評価, 第 40 回セマンティックウェブとオントロジー研究会, 日本, 横浜市 
(2016.11.10) 

933. 田中文也、篠原現人、岩槻幸雄、枝廣雅美: タイ科魚類の歯の形態学―SEM およびマイクロ CT
による再検討, 2016 年度日本魚類学会年会, 日本, 岐阜 (2016.09.25) 

934. 野村周平: ハネカクシ上科甲虫における後翅基部前縁微細構造の走査型電子顕微鏡（SEM）観察, 
日本甲虫学会第７回大会, 日本, 大阪 (2016.11.26) 

935. 澤田明*、山崎剛史、岩見恭子、高木正興: 南大東島に隔離された亜種ダイトウコノハズクの形態

的特徴：頭骨の幾何学的形態測定からわかったこと, 日本鳥学会, 日本, 札幌 (2016.09.17) 
936. Takuya Ohzono*, Kosuke Suzuki, and Kay Teraoka: Wrinkles on a Textile-Embedded 

Elastomer Surface with Highly Variable Friction, Gelsympo2017, Japan, Tsudanuma (Nihon 
Univ.) (2017.03.08) 

937. Jamil Ahmed, Takayuki Kurokawa, Honglei Guo, Tetsurou Yamamoto, Masakazu Takahata, 
Tasuku Nakajima, Jian Ping Gong: Effect of electrostatic interaction on sliding friction of 
hydrogel, 日米先端科学(JAFoS)シンポジウム Japanese-American Frontiers of Science 
Symposium, USA, Irvine (2016.12.04) 

938. Takayuki Kurokawa: Effect of Fibrous Skeleton in Polyampholyte Hydrogel on Adhesion in 
Water, IPC2016 The 11th SPSJ International Polymer Conference, Japan, Fukuoka 
(2016.12.15) 

939. Honglei Guo, Takayuki Kurokawa, Masakazu Takahata, Jian Ping Gong: A novel 
microelectrode method to characterize the internal fracture of polyelectrolyte network of DN 
gel, The 11th International Gel Symposium (Gel Sympo 2017), Japan, Chiba (2017.03.07) 

940. 鈴木航祐、大園拓哉*: 不均一性を有する形状可変リンクル上での摩擦, 日本トライボロジー学会, 
日本, 東京 (2016.05.24) 

941. 野方靖行: 【招待講演】付着生物による諸問題と防汚技術開発の重要性, 地球環境科学研究院講

演会, 日本, 札幌 (2016.08.19) 
942. 平井悠司: 昆虫から農作物まで ~生きたままの姿を高解像度で電子顕微鏡観察可能な NanoSuit

法, 文部科学省 ナノテクノロジープラットフォーム 地域セミナーin帯広畜産大学, 日本, 帯広

市 (2016.11.18) 
943. 大園拓哉*: 【招待講演】可変なシワによる摩擦機能の拡張, 一般社団法人日本ゴム協会関東支部 

アドバンテックセミナー 2017, 日本, 東京 (2017.02.23) 
944. 佐々木沙織、江端宏之、大園拓哉、木戸秋悟: 細胞培養リンクルハイドロゲルの開発と設計, 第

65 回高分子討論会, 日本, 横浜市 (2016.09.14) 
945. 黒川孝幸、Jamil Ahmed、Honglei Guo、山本徹朗、高畑雅一、中島祐、龔剣萍: ハイドロゲル

の表面摩擦に及ぼす静電相互作用の効果, 第 67 回コロイドおよび界面化学討論会, 日本, 旭川市 
(2016.09.24) 

946. 室崎喬之*、野方靖行、平井悠司、下村政嗣: 【依頼講演】フジツボが教える防汚表面材料, 第 67
回コロイドおよび界面化学討論会, 日本, 旭川市 (2016.09.23) 

947. 室崎喬之*、野方靖行、平井悠司、下村政嗣: 表面微細構造の幾何的・弾性的特徴とフジツボの着

生との関係, 2017 年度 日本付着生物学会 研究集会, 日本, 東京都 (2017.03.30) 
948. 小林元康*、利光佑太、野方靖行: キプリス幼生固定化カンチレバーを用いた付着器官の水中凝着

力評価, 日本付着生物学会, 日本, 東京 (2017.03.30) 
949. 梅澤大樹*、長谷川裕己、Ira Novita Sari、鈴木惇也、諸角達也、松田冬彦、野方靖行、吉村え

り奈: グルコサミン由来の付着阻害剤の合成と付着阻害活性, 日本付着生物学会, 日本, 東京 
(2017.03.30) 

950. Takahiko Hariyama: 【Invite】The NanoSuit, Enhancing Survival Across the Continuum 
Between Air and High Vacuum, Seeks the New Vison for the Sustainable World., Asia NANO 
2016 Asian Conference on Nanoscience and Nanotechnology, Japan, Sapporo (2016.10.11) 

951. Ken-ichi Kimura*, Naoe Hosoda: Footpad Formation during the Pupal Development in a 
Ladybird, Harmonia axyridis, the 22nd International Congress of Zoology and the 87th 
Meeting of the Zoological Society of Japan, Japan, Ginowann (2016.11.18) 

952. Yumi Yamahama、Tateo Shimozawa、Shinya Yoshioka、Daisuke Ishii、Hiroshi Fudouzi、
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Hideo Kubo、Masatsugu Shimomura、Yasuharu Takaku、Ken-ichi Kimura、Yoshihiro Uozu、
Takahiko Hariyama*: The Origin of Colour of a Petal: Subcellular Structural Change during 
the Flowerig from Buds in a Buttercup., 5th Nagoya Biomimetics International Symposium 
(NaBIS), Japan, Nagoya (2016.10.20) 

953. Yasuharu Takaku*, Masatsugu Shimomura, Takahiko Hariyama: The NanoSuit® Method to 
Observe the Living Mammalian Tissue and Cell., 5th Nagoya Biomimetics International 
Symposium (NaBIS), Japan, Nagoya (2016.10.20) 

954. Takahiko Hariyama: 【Invited】A Thin Polymer Membrane ‘NanoSuit’ Allows Living 
Organisms to Survive in the Harsh Conditions of Electron Microscopy, SPIE International 
Symposium on Smart Structures 2017, U.S.A., Portland (2017.03.27) 

955. Kana Sakaida, Yasuharu Takaku, Hideya Kawasaki, Masatsugu Shimomura, Takahiko 
Hariyama*: A Modified “NanoSuit” Preserves Living Eukaryotic Cells in FE-SEM., 48th 
Annual Meeting of the American Society for Neurochemistry, U.S.A., Little Rock (2017.03.19) 

956. Ken-ichi Kimura, *Naoe Hosoda: Footpad formation during the pupal development in a 
ladybird, Harmonia axyridis, The 22nd International Congress of Zoology and the 87th 
Meeting of the Zoological Society of Japan, Japan, Ginowann/Okinawa (2016.11.18) 

957. 針山孝彦: 【特別講演】バイオミメティクスに基づく新技術－フナムシの水輸送から癌研究まで, 
平成 28 年度浜松外科医会研修会, 日本, 浜松市 (2016.04.09) 

958. 針山孝彦: ナノスーツ法：SEM 観察法の新潮流, 国立科学博物館企画展「生き物に学び、くらし

に活かす 博物館とバイオミメティクス」併設講演会, 日本, 東京都 (2016.06.06) 
959. 坂井田佳奈、高久康春、河崎秀陽、針山孝彦*: NanoSuit®法による生きたままの培養細胞観察, 日

本顕微鏡学会第 72 回学術講演会(JSM2016), 日本, 仙台市 (2016.06.16) 
960. Ryunosuke Minami, Chiaki Sato, Yumi Yamahama, Hideo Kubo, Takahiko Hariyama, 

Ken-ichi Kimura*: Involvement of Cytoskeletal Actin and Myosin in the Corneal Protrusion 
Formation of Drosophila melanogaster, Japanese Drosophila Research Conference 12, Japan, 
Tokyo (2016.09.11) 

961. 針山孝彦: 【依頼講演】ナノスーツ法による生きたまま・濡れたままの生体の電子顕微鏡による

生態観察, 2016 ナノ理工学セミナー「バイオミメティクスとナノテクノロジー」, 日本, 豊中市 
(2016.10.25) 

962. Takahiko Hariyama: 【依頼講演】Biomimetic Thin Membrane, the NanoSuit®, Helps 
Organisms Survive in High Vacuum Condition., RIKEN CLST Retreat 2016, 日本, 浜松市 
(2016.11.09) 

963. 針山孝彦: 【招待講演】多機能性を持つ生物の表面構造－バイオミメティクスの視点から, 第 36
回表面科学学術講演会, 日本, 名古屋市 (2016.11.29) 

964. 針山孝彦*、高久康春、鈴木浩司、石井大佑、下村政嗣: ナノスーツ法による生きたままの生物の

SEM 内生態観察, 第 36 回表面科学学術講演会, 日本, 名古屋市 (2016.11.29) 
965. 針山孝彦: ナノスーツ法が拓く走査顕微鏡の新展開, 16-2 バイオミメティクス研究会“バイオミ

メティクスにおける生物機能解析と工学的応用”, 日本, 千葉市 (2016.09.08) 
966. Takahiko Hariyama: Vision and the Coloration in Arthropod. 生物と光の色々な話－節足動物

の視覚と体色を例にして, The 87th Meeting of the Zoological Society of Japan (ZSJ), The 12th 
Pigment Cell Symposium: Color, Mind, and Behavior of Animals, 日本, 宜野湾市 
(2016.11.17) 

967. 針山孝彦: 【依頼講演】NanoSuit®法による生体の生きたまま濡れたままの電子顕微鏡観察, 第
35 回日本認知症学会学術集会, 日本, 東京 (2016.12.01) 

968. 不動寺浩*、針山孝彦: コロイド結晶薄膜による曲面への加飾構造色, 第 65 回高分子討論会, 日
本, 横浜市 (2016.09.15) 

969. Kana Sakaida、Yasuharu Takaku、Hideya Kawasaki、Masatsugu Shimomura、Takahiko 
Hariyama*: A Modified “NanoSuit” Preserves Living Eukaryotic Cells in FE-SEM., 日本比較

生理生化学会 第 38 回東京大会, 日本, 町田市 (2016.09.02) 
970. Haruko Matsumoto、Yasuharu Takaku、Masatsugu Shimomura、Takahiko Hariyama*: The 

Combination of Nanosuit and EDS Methods Revealed the Elements of Biopolymer Included 
in Alive sample., 第 65 回高分子討論会, 日本, 横浜市 (2016.09.15) 

971. 南竜之介、佐藤千晶、山濱由美、久保英夫、針山孝彦、木村賢一*: キイロショウジョウバエ複眼

角膜表面の微小突起形成におけるアクトミオシンが生みだす細胞骨格性張力の関与, 第 39 回日

本分子生物学会年会, 日本, 横浜 (2016.12.01) 
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972. 針山孝彦: 【依頼講演】生きたまま濡れたままの生物試料の SEM, 第 9 回 CBIR+ONSA 共催 若
手インスパイアシンポジウム, 日本, 東京都 (2017.02.11) 

973. 針山孝彦: 【依頼講演】バイオミメティクス研究と NanoSuit®, 平成 28 年度第 2 回ナノ材料応

用技術セミナー, 日本, 京都市 (2017.03.03) 
974. 不動寺浩: コロイド微粒子を並べてタマムシの構造色を模倣する, 第53回バイオミメティック市

民セミナー, 日本, 札幌市 (2016.05.07) 
975. 不動寺浩: 構造色材料の分光分析, 16-2 バイオミメティクス研究会, 日本, 千葉市 (2016.09.08) 
976. 不動寺浩*、針山孝彦: コロイド結晶薄膜による構造色材料の新展開, 第 67 回コロイドおよび界

面化学討論会, 日本, 旭川市 (2016.09.23) 
977. 不動寺浩: 【依頼講演】構造色が変化する材料とセンシングへの応用, 第 4 回表面・界面のメゾ

スコピックサイエンスとプロセッシング研究会, 日本, 東京都 (2016.11.30) 
978. 不動寺浩*、針山孝彦: タマムシの構造色を模倣した飾色塗工法, 第 17 回構造色シンポジウム, 日

本, 野田市 (2016.12.17) 
979. 吉岡伸也: 【依頼講演】モスアイ構造の多機能性とロバストネス, 日本化学会第 97 会春季年会, 日

本, 横浜 (2017.03.17) 
980. 吉岡伸也: 【依頼講演】モスアイ構造の乱れと光学効果, 第 67 回コロイドおよび界面化学討論会, 

日本, 旭川 (2016.09.23) 
981. 吉岡伸也: 【依頼講演】生物が持つ微細構造と多彩な光学現象, 第 4 回メゾスコピック研究会, 日

本, 東京 (2016.11.30) 
982. 石井大佑: 【招待講演】真空下での乾燥に耐えるナノスーツ 食品のありのまま電顕観察への応用, 

応用物理学会 界面ナノ電子化学研究会 第 19 回講演会, 日本, 横浜 (2017.03.17) 
983. 石井大佑: 【招待講演】表面構造を利用したバイオミメティック液体操作 －撥水性・吸着性・

ガスバリア性－, 色材講演会 2016, 日本, 大阪 (2016.11.09) 
984. 石井大佑: 【招待講演】フナムシに学ぶ液体輸送デバイス, 日本機械学会東海支部 第 5 回講演会, 

日本, 名古屋 (2016.11.11) 
985. 石井大佑: 【招待講演】高分子科学の技術動向と生物の表面の多機能性を応用した材料開発, 第

11 回 幸田町サイエンスコミュニティ事業, 日本, 幸田 (2016.10.25) 
986. 石井大佑、伊藤嵩人: 【依頼講演】フナムシに学ぶ液体輸送デバイス, 第 67 回コロイドおよび界

面化学討論会, 日本, 旭川 (2016.09.23) 
987. 石井大佑、平田駿、鈴木里枝、西岡伸悟、吉井公彦、関口学: 【依頼講演】フッ素−アクリルエマ

ルション複合からなる防汚性表面の動的濡れ性解析, 第 65 回高分子討論会, 日本, 横浜 
(2016.09.15) 

988. 石井大佑、伊藤嵩人: 【依頼講演】フナムシの微小流路構造を模倣した液体輸送・分離システム, 
第 65 回高分子討論会, 日本, 横浜 (2016.09.14) 

989. Matt W. England, Atsushi Hozumi: Transparent Anti-fogging Thin Films Showing Excellent 
Self-Healing Properties, ThinFilms 2016 The 8th International Conference on Technological 
Advances of Thin Films and Surface Coatings, Singapore, Singapore (2016.07.13) 

990. Chihiro Urata, Gary J. Dunderdale, Tomoya Sato, Matt W. England, Atsushi Hozumi: 
Bio-Inspired Organogel Exhibiting Anti-X Surface Properties, 16th International Conference 
on Organized Molecular Films (ICOMF16) - LB16, Finland, Helsinki (2016.07.23) 

991. Chihiro Urata, Matt W. England, Tomoya Sato, Atsushi Hozumi: 【Keynote】Bio-Inspired 
Smart Surfaces Showing Anti-X Properties, The 3rd International Conference on Bioinspired 
and Biobased Chemistry & Materials, France, Niece (2016.10.17) 

992. Atsushi Hozumi, Liming Wang, Tomoya Sato, Matt W. England, Chihiro Urata: 【Invited talk】
Spontaneous Formation of Textured Surfaces Showing Superhydrophobicity and 
Self-Healing Properties, EMN Meeting on Texture and Microstructure, China, Hong Kong 
(2016.12.20) 

993. Matt W. England, Liming Wang, Tomoya Sato, Chihiro Urata, Atsushi Hozumi: 【Invited talk】
Superhydrophobic and Superhydrophilic Coatings with Self-Healing Properties, The 3th 
International Symposium on Bioinspired Interfacial Materials with Superwettability 
(IBIMwS-2017), China, Guangzhou (2017.01.15) 

994. Chihiro Urata, Tomoya Sato, Liming Wang, Matt W. England, Atsushi Hozumi: 【Invited talk】 
“Self-Lubricating Organogels : SLUGs” Showing Beyond-Biological Surface Functionalities, 
The International Symposium on Engineering Neo-biomimetics VII, JAPAN, Tokyo 
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(2017.02.17) 
995. Matt W. England, Chihiro Urata, Tomoya Sato, Liming Wang, Atsushi Hozumi: Transparent 

Anti-Fogging Films Possessing Self-Healing Properties, Smart Coatings 2017, USA, Orlando, 
Florida (2017.02.23) 

996. Liming Wang, Matt. W. England, Tomoya Sato, Chihiro Urata, Atsushi Hozumi: 【Invited 
talk】Superhydrophobic and Superhydrophilic Surfaces Showing Self-Healing Properties, The 
Adhesion Society’s 40th Annual Meeting, USA, St. Petersburg, Florida (2017.02.26) 

997. Atsushi Hozumi, Liming Wang, Chihiro Urata, Tomoya Sato, Matt W. England: 
Superhydrophobic Surfaces with Self-Healing Properties, BIT’s 3rd Annual World Congress 
of Smart Materials 2017, Thailand, Bangkok (2017.03.17) 

998. Hirotaka Maeda*: Therman management using diatom shells, 5th Nagoya Biomimetics 
International Symposium (NaBIS), 日本, 名古屋 (2016.10.21) 

999. 穂積篤: 【招待講演】表面/界面のバイオミメティクス, 日本石鹸洗剤工業会技術委員会, 日本, 東
京都中央区 (2016.06.06) 

1000. 穂積篤: 【招待講演】生物模倣による撥液表面の創製, 第 115 回プラスチックフィルム研究会, 日
本, 東京都目黒区 (2016.07.07) 

1001. 穂積篤: 【招待講演】ユビキタス元素による低環境負荷表面処理技術：Anti-X 機能を求めて, 第
4 回海洋環境研究委員会, 日本, 東京都府中市 (2016.07.19) 

1002. Matt W. England、佐藤知哉、Liming Wang、浦田千尋、穂積篤: 自己修復機能を兼ね備えた透

明防曇皮膜, 表面技術協会第 134 回講演大会, 日本, 宮城県仙台市 (2016.09.01) 
1003. 穂積篤: 【招待講演】液体の滑落性に着目した濡れ性制御技術, 第 94 回金属のアノード酸化皮膜

の機能化部会（ARS）例会 − 材料の表面形態と表面濡れ性の制御–, 日本, 東京都千代田区 
(2016.09.20) 

1004. 穂積篤、浦田千尋、佐藤知哉、Liming Wang、Matt W. England: 【依頼講演】Anti-X 機能を備

えたバイオミメティクス材料：SLUGs (Self-lubricating Organogels), 第 67 回コロイドおよび界

面化学討論会, 日本, 北海道旭川市 (2016.09.23) 
1005. 穂積篤、浦田千尋、佐藤知哉、Liming Wang、Matt W. England: 【依頼講演】動的表面機能の

発現を可能にする生物模倣材料：SLUGs (Self-lubricating Organogels), 第 65 回高分子討論会, 
日本, 神奈川県横浜市 (2016.09.15) 

1006. 穂積篤: 【招待講演】バイオミメティクス多機能材料/表面の創製, (社) 大阪大学ナノ理工学人材

育成産学コンソーシアム 2016 ナノ理工学セミナー 「バイオミメティクスとナノテクノロジー」, 
日本, 大阪府豊中市 (2016.10.25) 

1007. 穂積篤: [招待講演] 液体の滑落性に着目した撥液処理の開発動向, 第 21 回関西支部コロイド・

界面実践講座プログラム 今話題の最新トピックスを聞く！～土壌と環境・マテリアルインフォ

マティックス・バイオミメティクス, 日本, 兵庫県神戸市 (2017.01.24) 
1008. 佐藤知哉、浦田千尋、Liming Wang、Matt W. England、穂積篤: 種々の触媒固定化法を利用し

たシリコーン樹脂上での無電解銅めっき, 表面技術協会第 135 回講演大会, 日本, 埼玉県川越市 
(2017.03.10) 

1009. *細田奈麻絵: 可逆的な接合技術開発の紹介, 産業競争力懇談会『循環型社会を実現する革新的接

合・分離技術』, 日本, 神奈川 (2016.06.22) 
1010. *細田奈麻絵: 生物から学ぶ環境にやさしい接着技術, 日本接着学会, 日本, 東京 (2016.07.13) 
1011. *細田奈麻絵: 生物から学ぶ可逆的な接合技術, 豊田中央研究所, 日本, 愛知 (2016.07.25) 
1012. *細田奈麻絵: バイオミメティック・生物から学ぶ接着技術の展開, 日本接着学会, 日本, 東京 

(2016.09.16) 
1013. *細田奈麻絵: 第 6回 ISO/TC266 WG2 国際委員会 ベルリン会議の報告, 高分子学会 バイオミ

メティクス研究会, 日本, 東京 (2016.10.17) 
1014. *細田奈麻絵: バイオミメティクスの最近の動向, （独）日本学術振興会産学協力研究委員会, 日

本, 東京 (2016.12.16) 
1015. *細田奈麻絵: 生物模倣による接着・分離技術の応用例, 産業競争力懇談会『循環型社会を実現す

る革新的接合・分離技術』, 日本, 東京 (2017.01.18) 
1016. Tadashi Nakamura, Shiro Komiyama, Atsushi Nakamura: Mutual suppressions of the taste 

responses between sweet and bitter compounds in some fly species, 17th International 
Symposium on Olfaction and Taste, 日本, 横浜 (2016.06.07) 

1017. Tadashi Nakamura, Shiro Komiyama, Atsushi Nakamura: Oppositive receptions of sweet 
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and bitter tastants in some fly species, International Symposium on Environmental Sensing 
and Animal Behavior, Japan, Tokyo (2016.06.11) 

1018. Atsushi Nakamura, Tomoyuki Suzuki, and Tadashi Nakamura: AMP-activated protein 
kinase regulates appetite in the blowfly, Phormia regina, International Symposium on 
Environmental Sensing and Animal Behavior, Japan, Tokyo (2016.06.11) 

1019. Masao Ikeda-Saito: Paradigm Shift in Heme Degradation; Heme oxygenase versus IsdG, Rice 
BioScience symposium, U.S.A., Houston, TX (2016.05.21) 

1020. Masao Ikeda-Saito: Biological Heme Degradation, an Old Story with New Insights, The 1st 
BIOCEV International Conference, Czech Republic, Vestec (2016.06.16) 

1021. Masao Ikeda-Saito: Heme Oxygenase Reaction in the Presence of H2S Generates S-biliverdin, 
a new heme degradation product, XIX International Conference on Oxygen Binding and 
Sensing Proteins, Hamburg, Germany (2016.09.11) 

1022. Masao Ikeda-Saito: Paradigm Shift in Biological Heme Degradation, American Chemical 
Society South Eastern Regional Meeting, Special Symposium on Cutting Edge of Biological 
Inorganic Chemistry, U.S.A., Columbia, SC (2016.09.24) 

1023. Mamiko Ozaki ; Miwako Tamotsu ; Toru Maeda: Neuronal mechanism of appetite decrease by 
food flavor: Oral toxic metabolite of plant in the floral scent makes nonappetitive effect of 
olfaction in insect, 17th International Symposium on Olfaction and Taste (ISOT2016), 日本, 
横浜市 (2016.6.5) 

1024. Mamiko Ozaki ; Yusuke Takeichi: Contact olfactory sensing for mestmate-nonnestmate 
discrimination in the Japanese carpenter ant, Camponotus japonicas, The 15th International 
Symposium on Molecular and Neural Mechanisms of Taste and Olfactory Perception 
(YRUF2016, AISCRIB 2016), 日本, 福岡市 (2016.12.2) 

1025. 北條賢、重信秀治、光野秀文、石井健一、山口勝司、佐倉緑、神﨑亮平、尾崎まみこ: 社会性昆

虫における体表炭化水素受容体遺伝子の探索, 日本昆虫学会第 76 回大会・第 60 回日本応用動

物昆虫学会大会合同大会, 日本, 大阪 (2016.3.26) 
1026. 尾崎まみこ: 生体ケミカルセンサの成り立ちと機能性, 旭川クロスボーダーシンポジウム, 日本, 

旭川 (2016.1.11) 
1027. Ahmad Azmi Nur Sabrina, Suthitar Singkaravanit-Ogawa, Kyoko Ikeda, Masanori Kaido, 

Kazuyuki Mise, Yoshitaka Takano*: Inappropriate expression of the NLP effector impairs the 
infection of Colletotrichum orbiculare on cucumber, 平成 28 年度日本植物病理学会関西部会, 
日本, 静岡市 (2016.09.29) 

1028. 尾﨑紗恵、高野義孝、三瀬和之、奥野哲郎、海道真典*: Red clover necrotic mosaic virus MP-GFP
融合タンパク質を用いた MP と結合する宿主タンパク質の同定, 平成 28 年度日本植物病理学会

関西部会, 日本, 静岡市 (2016.09.30) 
1029. 大矢卓明、新田浩志、Xu Quan、安田加奈子、海道真典、奥野哲郎、高野義孝、奥本裕、三瀬和

之*: Brome mosaic virus (BMV)抵抗性に関わる NBS-LRR 型イネ遺伝子の単離, 平成 28 年度日

本植物病理学会関西部会, 日本, 静岡市 (2016.09.30) 
1030. 尾崎まみこ: 生体ケミカルセンサの成り立ちと機能性, 北大クロスボーダーシンポジウム, 日本, 

札幌 (2016.1.8) 
1031. 尾崎まみこ, 池田凌, 先田智也, 北條賢, 松原亮介: クロオオアリ化学交信のための化学成分がア

ルゼンチンアリに忌避効果を持つ, 応用動物昆虫学＋昆虫学会合同大会, 日本, 堺市 (2016.3.1) 
1032. Yusuke Takeichi, Kouji Yasuyama, Naoyuki Miyazaki, Kazuyoshi Murata, Masaru K. Hojo, 

Kanako Inoue, Mamiko Ozaki: Ultrastructure of the olfactory sensory unit consisting of 100 
receptor neurons for nestmate- nonnestmate discrimination in Camponotus japonicas, 17th 
International Symposium on Olfaction and Taste (ISOT2016), 日本, 横浜市 (2016.6.5) 

1033. Toru Maeda, Tomoyoshi Nishimura, Mamiko Ozaki: Visualization of neural activity with 
appetitive or non-appetitive olfactory stimulation in fly brain, 日本比較生理生化学会, 日本, 
東京 (2016.6.1) 

1034. Tadashi Nakamura, Hiroyuki Yamakawa, Atsushi Nakamura, Xing Li, Ken Sawada, 
Tatsuo Iwasa: Role of the odorant binding protein of Japanese newt, Cynops pyrrhogaster, 
examined by two different electrophysiological methods, The joint meeting of the 22nd 
International Congress of Zoology and the 87th Meeting of the Zoological Society of Japan, 
Japan, Ginowan (2016.11.17) 

1035. H. Tanaka, Y. Shimasue, I. Kitamura, and H. Liu: Parylene flapping-wings with 
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self-organized micro wrinkles, CIMTEC2016, Italy, Perugia (2016.06.08) 
1036. Hiroto Tanaka: Biomechanics of swimming penguins and dolphins, 2017 Tokyo Tech 

International Workshop on Hydrodynamic Biomimetics, Japan, Tokyo (2017.03.14) 
1037. Kenji Yoneyama, Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Construction of wide range virtual reality 

system under free walk condition for revealing decision making strategy of insects, 
International Symposium on Environmental Sensing and Animal Behavior, Japan, Tokyo 
(2016.6.10) 

1038. Hiroto Tanaka*, Teruaki Ikeda, Tetsuya Ueda, Takeshi Yamasaki, Yasuko Iwami, Takeo Fujii, 
Hao Liu: Aerodynamic Characteristics of Flat-plate Wings with Serrated Leading Edges 
Modeled on a Ural Owl’s Primary Feather, Engineering Neo-Biomimetics VI and Satellite 
Workshop at Lake Biwa, Japan, Kyoto (2016.10.22) 

1039. Takeshi Kobayashi, Masahiro Sokabe: Cellular Active Touch Sensing of Substrate Rigidity, 
5th Nagoya Biomimetics International Symposium, Japan, Nagoya (2016.10.21) 

1040. Takeshi Kobayashi, Masahiro Sokabe: Initial Step of Gravi-Sensing in Mesenchymal Stem 
Cells, the 13th Korea-Japan Joint Seminar on Space Environment Utilization Research, 
Japan, Sapporo (2016.10.25) 

1041. Takeshi Kobayashi, Mizuna Tanaka, Toko Hashizume, Akira Higashibata, Sachiko Yano, 
Takeshi Nikawa, Masahiro Sokabe: Loss of Rigidity Sensing of Mesenchymal Stem Cells 
under Microgravity, 11th Asian Microgravity Symposium (AMS2016), Japan, Sapporo 
(2016.10.26) 

1042. Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Using insects to drive mobile robots for odor source 
localization, International Symposium on Environmental Sensing and Animal Behavior, 日
本, 目黒区 (2016.06.10) 

1043. Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: Neuromuscular control of thorax deformation in hawkmoth 
flight, The 22nd International Conference of Zoology and the 87th Meeting of the Zoological 
Society of Japan, 日本, 宜野湾 (2016.11.14) 

1044. 嶋末陽介、田中博人、劉浩: 自己組織化微細シワを持つ人工柔軟羽ばたき翼の空力性能, 第 29 回

バイオエンジニアリング講演会, 日本, 名古屋 (2017.01.20) 
1045. 中村昌史、池田旭彰、李根、田中博人、劉浩: 尾ヒレと胴体の振動によるイルカ遊泳の計算流体

力学モデリングと推力発生メカニズムの研究, 第 29 回バイオエンジニアリング講演会, 日本, 名
古屋 (2017.01.20) 

1046. 高林拓、田中博人、中田敏是、劉浩: 生物規範型羽ばたき機の翼運動変化機構による姿勢制御, 第
29 回バイオエンジニアリング講演会, 日本, 名古屋 (2017.01.20) 

1047. Noriyasu Ando: Flexible body: how do neurogenic signals control wing kinematics?, The 38th 
Annual Meeting of the Japan Society for Comparative Physiology and Biochemistry, 日本, 東
京 (2016.09.04) 

1048. Noriyasu Ando: From neurons to bio-inspired flight: toward comprehensive understanding of 
animal flight: The 38th Annual Meeting of the Japan Society for Comparative Physiology and 
Biochemistry, 日本, 東京 (2016.09.04) 

1049. 村山裕哉, 安藤規泰, 平井規央, 神崎亮平: 飛行昆虫の運動解析における小型慣性センサの利用, 
第 36 回エアロ・アクアバイオメカニズム学会, 日本, 千葉市 (2017.3.21) 

1050. Kenji Yoneyama, Noriyasu Ando, Ryohei Kanzaki: InsectGym: keeping an insect in a virtual 
reality environment without tethers to rise up its physical performance, The 38th Annual 
Meeting of the Japan Society for Comparative Physiology and Biochemistry, 日本, 町田市 
(2017.9.3) 

1051. 江端宏之、濱野浩佑、木戸秋悟: 非一様弾性基材上で培養された幹細胞におけるメカノシグナル

動的入力特性の解析, 第 65 回高分子討論会, 日本, 横浜市 (2016.09.14) 
1052. 水本健太、木戸秋悟: iPS 細胞の分散培養最適化のためのラミニン固定化弾性率可変ハイドロゲル

基材の設計, 日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016, 日本, 福岡市 (2016.11.21) 
1053. 仲村悠、木戸秋悟: がん細胞の浸潤能診断のための弾性率可変マイクロファイバーゲルマトリッ

クスの設計, 日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016, 日本, 福岡市 (2016.11.22) 
1054. 水本健太、木戸秋悟: 分散培養 iPS 細胞の増殖応答性に対するハイドロゲル表面へのラミニン修

飾状態の本質的効果, 第 54 回日本生物物理学会年会, 日本, つくば市 (2016.11.25) 
1055. 小林剛、橋爪藤子、田中瑞奈、丸山昭洋、東端晃、矢野幸子、成瀬恵治、二川健、曽我部正博: 模

擬微小重力環境においた間葉系幹細胞のYAP/TAZの活性化抑制, 第39回日本分子生物学会年会, 
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日本, 横浜 (2016.12.01) 
1056. 小林剛、橋爪藤子、田中瑞奈、丸山昭洋、東端晃、矢野幸子、成瀬恵治、二川健、曽我部正博: 微

小重力環境における間葉系幹細胞の YAP/TAZ の活性化抑制機構, 日本宇宙生物科学会第 30回大

会, 日本, 愛知 (2016.10.15) 
1057. 田中瑞奈、齋木貴博、島本祐哉、曽我部正博、小林剛: ストレス線維の張力低下により誘導され

た接着斑解体におけるエンドサイトーシスの役割, 第 39 回日本分子生物学会年会, 日本, 横浜 
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